
令和２年度農林水産関係予算のポイント

令和元年１２月

中 澤 主 計 官



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．農林水産物・食品の輸出力を強化するため、輸出先国の輸入規制へ政府一体

で対応する「農林水産物・食品輸出本部」を創設。あわせて、ＥＵ・米国輸
出向け加工施設の整備、輸出商社とのマッチングなど、輸出環境整備を推進。 

 
２．農業者が国内外の消費者ニーズに合った作物を生産し、所得向上を図ること

ができるよう、水田活用の直接支払交付金及び農業農村整備事業について野
菜・果樹などの高収益作物への転換支援を拡充・重点化するとともに、スマ
ート農業の生産現場への導入・実証を支援。 
あわせて、消費者ニーズを踏まえた経営判断をより一層支援するため、米・
麦・大豆等を対象としたナラシなど既存の縦割り的な収入補填の制度から、
品目横断的な収入保険への移行を推進。 

 
３．新規就農者の確保に向けた取組を引き続き支援するとともに、新たに就職氷

河期世代や都市の生活困窮者を含めた潜在的な就農希望者に対し、就農検討
段階から定着段階までの総合的な支援を創設。  

 
４．「稼げる漁業」の実現に向け、先進的な水産資源の評価・管理方法を導入す

るとともに、資源管理に積極的に取り組む漁業者の減収を補填する「積立ぷ
らす」に所要額を計上し、資源管理を後押し。 

 
５．ＣＳＦ・ＡＳＦなどの家畜疾病の発生予防・まん延防止のための経費や、検

疫探知犬の増頭など水際検疫体制を強化するための経費を計上。 
 

 
   

（単位：億円） 

項目 令和元年度 令和２年度 元’→２’増減 

農林水産関係予算 23,108 23,109 ＋ 1 ＋0.0% 

非公共事業 16,142 16,120 ▲ 22 ▲0.1% 

  食料安定供給関係費 9,816 9,832 ＋ 17 ＋0.2% 

  一般農政費 6,326 6,287 ▲ 39 ▲0.6% 

公共事業関係費 6,966 6,989 ＋23 ＋0.3% 

農林水産関係予算のポイント 

令和２年度予算編成の基本的な考え方 
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１ 農林水産物・食品の政府一体となった輸出力強化 

―  「農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律」に基づいて創設される政府の司令塔組織

（農林水産物・食品輸出本部）の下で、輸出手続の迅速化、ＧＦＰ（農林水産物・食品輸出

プロジェクト）に基づくグローバル産地づくりの強化、輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設の整

備等を支援することにより、農林水産物・食品の輸出を促進。 

 

                    令和元年度     ２年度 

○ 司令塔組織の創設 ― ⇒ 11.6 億円 （ 皆  増 ） 

○ 輸出に取り組む事業者への支援強化 ― ⇒ 3.2 億円 （ 皆 増 ） 

○ 生産段階での食品安全確保への強化 4.3 億円 ⇒ 10.4 億円 （＋140.6%） 

○ 輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設整備 ― ⇒ 14.7 億円 （ 皆 増 ） 

○ グローバル産地づくりの強化 1.8 億円 ⇒ 4.7 億円 （＋165.0%） 

 

２ 消費者ニーズに合った作物の生産支援 

 

（１）高収益作物の生産支援と経営所得安定対策 

 

― 農業者が国内外の消費者ニーズに合った作物を生産し、所得向上を図ることができるよう、

水田活用の直接支払交付金による飼料用米支援を見直し、野菜・果樹などの高収益作物への転

換支援へのシフトを進めつつ、野菜・果樹生産への先進技術導入等による生産性向上の取組を

支援。 

あわせて、消費者ニーズを踏まえた経営判断をより一層支援するため、米・麦・大豆等を対

象としたナラシなど既存の縦割り的な収入補填の制度から、品目横断的な収入保険への移行を

推進。 

 

①高収益作物の生産支援              令和元年度      ２年度 

○ 水田活用の直接支払交付金 3,215.0億円 ⇒ 3,050.0億円 （▲ 5.1%） 

○ 持続的生産強化対策事業補助金     

  うち果樹、野菜・施設園芸支援対策 65.5 億円 ⇒ 67.6 億円 （＋ 3.2%） 

 

②経営所得安定対策                令和元年度      ２年度 

○ 畑作物の直接支払交付金【所要額】 1,998.4億円 ⇒ 2,163.2億円 （＋ 8.2%） 

○ 収入減少影響緩和交付金【所要額】 740.3 億円 ⇒ 644.6 億円 （▲12.9%） 

○ 収入保険制度の実施 206.1 億円 ⇒ 211.0 億円 （＋ 2.4%） 

 

 
（２）スマート農業の社会実装と基盤づくり 
 

― スマート農業の社会実装を進めるため、ＡＩやＩоＴなど先端技術の生産現場での導入・実

証に加え、得られたデータの活用や教育の推進など環境整備の取組を支援。また、農業農村整

備事業において、野菜・果樹など高収益作物の生産に取り組む地区を優先採択する仕組みを導

入した上で、高収益作物に転換するための水田の畑地化・汎用化などの推進を支援。 

 

 ① スマート農業の社会実装   

   令和元年度    ２年度 

○ スマート農業総合推進対策事業  5.0 億円 ⇒ 15.0 億円 （＋197.3%） 
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② 農業農村整備事業関係 

              令和元年度      ２年度 

○ 農業農村整備事業 3,260.3億円 ⇒ 3,264.4億円 （＋ 0.1%） 

○ 農地耕作条件改善事業 299.5 億円 ⇒ 249.9 億円 （▲16.6%） 

○ 農業水路等長寿命化・防災減災事業 208.1 億円 ⇒ 258.1 億円 （＋24.0%） 

○ 農山漁村地域整備交付金 649.8 億円 ⇒ 660.7 億円 （＋ 1.7%） 

（うち農業農村整備分）     

 

 

３ 新規就農者の確保と担い手への農地集積・集約化 

― 次世代を担う人材を育成・確保するため、新規就農者の確保に向けた取組を引き続き支援す

るとともに、新たに就職氷河期世代や都市の生活困窮者を含めた潜在的な就農希望者に対し、

就農検討段階から定着段階までの総合的な支援を創設。あわせて、担い手への農地集積・集約

化を加速するため、人・農地プランの実質化を推進。 

 

（１）新規就農者の確保           令和元年度      ２年度 

○ 農業人材力強化総合支援事業 210.0 億円 ⇒ 212.5 億円 （＋ 1.2%） 

○ 潜在的就農希望者の就農定着支援 ― ⇒ 5.0 億円 （ 皆 増 ） 

 

（２）担い手への農地集積・集約化      令和元年度      ２年度 

○ 人・農地プランの実質化の推進 2.6 億円 ⇒ 5.0 億円 （＋95.6%） 

 

 

４ 水産改革を推進する新たな資源管理と成長産業化 

― 水産資源の回復・維持を通して「稼げる漁業」を実現するため、資源調査体制を見直し、先

進的な水産資源の評価・管理方法を導入するとともに、資源管理に積極的に取り組む漁業者の

減収を補填する漁業経営安定対策（積立ぷらす）に所要額を計上し、資源管理を後押し。 

 

令和元年度      ２年度 

○ 新たな資源管理システムの実施 250.9 億円 ⇒ 319.7 億円 （＋27.4%） 
    水産資源調査・評価推進事業   52.2億円  
    漁業収入安定対策事業   142.0 億円  

 

 

５ ＣＳＦ・ＡＳＦなど家畜疾病への対応強化 

― ＣＳＦ・ＡＳＦなどの家畜疾病の発生予防・まん延防止のため、農場における衛生管理水準

の向上を図る取組や野生イノシシの感染状況の検査の促進等を行うとともに、「家畜伝染病予

防法」に基づく、と殺された家畜に対する手当金や都道府県が実施する検査・消毒等に要する

経費を計上。また、検疫探知犬の大幅増頭など水際検疫体制を強化。 

 

                  令和元年度      ２年度 

○ 消費・安全対策交付金 20.2 億円 ⇒ 30.2 億円 （＋ 49.7%） 

○ 家畜伝染病予防費 32.6 億円 ⇒ 85.9 億円 （＋163.1%） 

○ 水際検疫の強化  4.2億円 ⇒ 9.7 億円 （＋128.9%） 

 

― 3 ―

―  ―0123456789



区
分

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度
（概

算
決
定
）

農
林
水
産
関
係
予
算

( ▲
4.

2)
( ▲

7.
4)

( ▲
4.

3)
(5

.7
)

(1
.3

)
( ▲

0.
8)

(0
.0

)
( ▲

0.
1)

( ▲
0.

2)
（
0.

4 ）
( 0

.0
 )

24
,5

17
22

,7
12

21
,7

27
22

,9
76

23
,2

67
23

,0
90

23
,0

91
23

,0
71

23
,0

21
23

,1
08

23
,1

09
1

公
共
事
業

( ▲
34

.1
)

( ▲
20

.9
)

( ▲
5.

7)
(3

2.
9)

(1
.1

)
(0

.2
)

(2
.6

)
(1

.1
)

(0
.4

)
（
1.

5 ）
＜

30
.2
＞

( 0
.3

)

6,
56

3
5,

19
4

4,
89

6
6,

50
6

6,
57

8
6,

59
2

6,
76

1
6,

83
3

6,
86

0
6,

96
6

6,
98

9
23

非
公
共
事
業

(1
4.

7)
( ▲

2.
4)

( ▲
3.

9)
( ▲

2.
1)

(1
.3

)
( ▲

1.
1)

( ▲
1.

0)
( ▲

0.
6)

( ▲
0.

5)
（
▲

0.
1 ）

＜
69

.8
＞

( ▲
0.

1)

17
,9

54
17

,5
17

16
,8

31
16

,4
69

16
,6

89
16

,4
99

16
,3

30
16

,2
38

16
,1

61
16

,1
42

16
,1

20
▲

22

農
業
関
係
予
算

18
,3

24
17

,6
72

17
,1

90
17

,1
28

17
,3

96
17

,3
02

17
,3

08
17

,3
25

17
,3

36
17

,2
97

17
,2

85
（
▲

0.
1 ）

▲
12

林
業
関
係
予
算

2,
87

4
2,

72
0

2,
60

8
2,

89
9

2,
91

6
2,

90
4

2,
93

3
2,

95
6

2,
99

7
2,

99
2

3,
00

6
（
0.

5 ） 14

水
産
業
関
係
予
算

1,
81

9
2,

00
2

1,
83

2
1,

82
0

1,
83

4
1,

81
8

1,
78

4
1,

77
4

1,
77

2
1,

89
2

1,
87

5
（
▲

0.
9 ）

▲
17

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

1,
50

0
31

8
96

1,
12

8
1,

12
2

1,
06

7
1,

06
7

1,
01

7
91

7
92

7
94

3
16

（
注
）
１
．
予
算
額
は
当
初
予
算
額
。
上
段
（

）
書
き
は
対
前
年
度
増
▲
減
率
、
2年

度
の
〈

〉
書
き
は
農
林
水
産
関
係
予
算
全
体
に
占
め
る
構
成
比
で
あ
る
。

２
．
2
3年

度
及
び
2
4年

度
予
算
は
、
一
括
交
付
金
等
へ
の
拠
出
額
を
除
く
。

３
．
元
年
度
・
2年

度
予
算
は
、
上
記
の
他
に
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
1
,0
08
億
円
を
措
置
し
て
い
る
。

４
．
計
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
に
よ
っ
て
い
る
の
で
端
数
に
お
い
て
合
計
と
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

（
単
位
：
億
円
、
％
）

農
林
水
産
関
係
予
算
の
推
移
①

― 4 ―

―  ―0123456789



（
単
位
：
億
円
）

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

35
,0

00

40
,0

00

S
50

S
51

S
52

S
53

S
54

S
55

S
56

S
57

S
58

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63

H
元

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31

R
2

ピ
ー
ク

S5
7年
度

37
,0

10
直
近
最
高

H
12
年
度

34
,2

79

S5
0年
度

15
,7

20

S5
0年
度

21
,7

68

S5
0年
度

6,
04

7

S5
7年
度

22
,2

61

S5
7年
度

14
,7

50

H
12
年
度

17
,6

40

H
12
年
度

16
,6

39

農
林
水
産
関
係

予
算
総
額

非
公
共
事
業

公
共
事
業

農
林
水
産
関
係
予
算
の
推
移
②

R
2年
度

23
,1
09

R
2年
度

16
,1
20

R
2年
度

6,
98
9

（
注
）

「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
を
除
く
。

― 5 ―

―  ―0123456789



5
,7
7
2

2
,1
2
9

2
,1
2
9

2
,1
2
9

2
,6
2
7

2
,6
8
9

2
,7
5
3

2
,9
6
2

3
,0
8
4

3
,2
1
1

3
,2
6
0

3
,2
6
4

8
5
2

1
7
2

5
8

7
3
5

7
3
5

7
3
5

7
3
5

7
0
1

6
3
9

6
5
0

6
6
1

1
0
0

1
2
3

2
3
6

4
9
9

5
0
8

5
0
8

1
5
0

5
2
3

2
,5
4
0

8
0
0

1
9
3

9
9
0

1
,7
5
2

1
,4
5
2

1
,4
8
8

1
,5
4
2

0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

2
1
年

度
2
2
年

度

＋

2
1
年

度
補

正

2
3
年

度

＋

2
2
年

度
補

正

2
4
年

度

＋

2
3
年

度
補

正

2
5
年

度

＋

2
4
年

度
補

正

2
6
年

度

＋

2
5
年

度
補

正

2
7
年

度

＋

2
6
年

度
補

正

2
8
年

度

＋

2
7
年

度
補

正

2
9
年

度

＋

2
8
年

度
補

正

3
0
年

度

＋

2
9
年

度
補

正

元
年

度

+

3
0
年

度
補

正

2
年

度

+

元
年

度
補

正

（億円）

前
年

度
補

正

（
非

公
共

）
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
等

農
山

漁
村

地
域

整
備

交
付

金
（

農
業

農
村

整
備

分
）

農
業

農
村

整
備

事
業

5
,9
7
5

農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
推
移

(※
1
)こ

の
他

、
臨

時
・特

別
の

措
置

に
よ

る
国

土
強

靱
化

対
策

5
4
6
億

円
あ

り
。

(※
2
)こ

の
他

、
臨

時
・
特

別
の

措
置

に
よ

る
国

土
強

靱
化

対
策

5
4
0
億

円
あ

り
。

3
,1
3
1

2
,8
2
5

4
,8
1
0

3
,7
8
1

4
,2
2
4

2
,1
8
7

5
,9
0
2

5
,7
7
2

5
,8
0
0

5
,9
0
5

【 当 初 】
(※

1
)

(※
2
)

― 6 ―

―  ―0123456789



＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
輸
出
に
必
要
な
証
明
書
の
申
請
・
交
付
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

7
2

3
百
万
円

輸
出

の
た

め
に

必
要

な
証

明
書

（
衛

生
証

明
書

、
放

射
性

物
質

検
査

証
明

書
、
自

由
販

売
証

明
書

等
）

に
つ

い
て

、
申

請
者

が
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

で
申

請
か

ら
証

明
書

の
受

け
取

り
ま

で
可

能
と
な

る
よ

う
、
利

便
性

の
高

い
一

元
化

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

含
め

た
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

２
．
海
外
の
食
品
安
全
等
の
規
制
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
一
元
化

8
8
百
万
円

輸
出

先
国

の
規

制
内

容
や

証
明

書
申

請
等

に
関

す
る

輸
出

意
欲

の
あ

る
事

業
者

か
ら

の

相
談

に
、
蓄

積
し

た
過

去
の

相
談

内
容

を
活

用
し

な
が

ら
一

元
的

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備

し
ま

す
。

３
．
輸
出
先
国
が
求
め
る
デ
ー
タ
収
集
や
課
題
対
応
の
た
め
の
調
査
等

3
4

8
百
万
円

政
府

間
交

渉
に

必
要

と
な

る
情

報
・科

学
的

デ
ー

タ
の

収
集

・分
析

、
外

国
政

府
の

規
制

担

当
行

政
官

の
我

が
国

へ
の

招
へ

い
等

を
実

施
し

ま
す

。
（

輸
出

環
境

整
備

推
進

事
業

）

農
林
水
産
物
・
食
品
の
政
府
一
体
と
な
っ
た
輸
出
力
強
化
の
う
ち

司
令
塔
組
織
（
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
本
部
）
の
創
設

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

促
進

を
担

う
司

令
塔

組
織

を
農

林
水

産
省

に
創

設
し

ま
す

。
輸

出
に

必
要

な
証

明
書

の
申

請
・交

付
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

化
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
構

築
、

海
外

の
食

品
安

全
等

の
規

制
に

関
す

る
相

談
窓

口
の

一
元

化
、
輸

出
先

国
が

求
め

る
デ

ー
タ

収
集

や
課

題
対

応
の

た
め

の
調

査
等

を
実

施
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

額
の

拡
大

（
2
0
2
0
年

以
降

の
ポ

ス
ト

１
兆

円
目

標
）

【
令
和

2
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
,1

5
8
（
ー
）
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

1
0

8
百
万
円
）

国

委
託

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

民
間

団
体

等

一
元

化
シ

ス
テ

ム
の

構
築

科
学

的
デ

ー
タ

等
の

収
集

・分
析

規
制

に
関

す
る

情
報

収
集

相
談

窓
口

の
一

元
化

司
令

塔
組

織
の

創
設
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
輸
出
手
続
の
迅
速
化

3
1

6
百
万
円

輸
出

に
必

要
な

証
明

書
の

発
給

や
施

設
の

認
定

手
続

の
迅

速
化

の
た

め
、

都
道

府
県

、
登

録
認

定
機

関
等

に
お

け
る

、
研

修
の

実
施

等
に

よ
る

体
制

の
強

化
、
検

査
信

頼
性

向
上

に
資

す
る

認
証

取
得

、
検

査
機

器
の

導
入

等
を

支
援

し
ま

す
。

２
．
生
産
段
階
で
の
食
品
安
全
確
保
へ
の
対
応
強
化

1
,0

3
7
百
万
円

○
事

業
者

に
よ

る
輸

出
環

境
課

題
の

解
決

に
向

け
、

①
生

産
海

域
等

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
②

畜
産

物
輸

出
に

係
る

残
留

物
質

等
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
、

③
既

存
添

加
物

等
の

安
全

性
を

示
す

デ
ー

タ
収

集
④

イ
ン

ポ
ー

ト
ト

レ
ラ

ン
ス

申
請

、
⑤

輸
出

施
設

の
H

A
C
C
P
等

認
定

支
援

（
手

引
書

作
成

や
タ

イ
向

け
青

果
物

輸
出

に
係

る
検

査
官

の
招

へ
い

や
梱

包
施

設
等

の
認

証
取

得
支

援
、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
向

け
青

果
物

輸
出

に
係

る
残

留
農

薬
等

検
査

支
援

等
）

な
ど
、

輸
出

環
境

の
整

備
に

自
ら

取
り
組

む
事

業
者

を
支

援
し

ま
す

。
○

我
が

国
の

農
産

物
の

輸
出

に
有

利
な

国
際

的
植

物
検

疫
処

理
基

準
の

確
立

・実
証

を
実

施
し

ま
す

。
○

水
産

加
工

場
等

の
E
U

・H
A
C
C
P
認

定
施

設
に

対
す

る
定

期
監

視
等

を
実

施
し

ま
す

。
○

国
際

貿
易

の
進

展
に

伴
う
二

枚
貝

の
衛

生
管

理
方

策
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

に
つ

い
て

の
養

殖
海

域
の

衛
生

管
理

）
の

検
証

・普
及

を
推

進
し

ま
す

。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
政
府
一
体
と
な
っ
た
輸
出
力
強
化
の
う
ち

輸
出
環
境
整
備
推
進
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

検
査

機
関

等
の

対
応

の
迅

速
化

、
輸

出
先

国
の

食
品

安
全

に
関

す
る

規
制

へ
の

対
応

の
強

化
の

た
め

の
取

組
を

強
力

に
推

進
す

る
と
と
も

に
、
自

ら
輸

出
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
事

業
者

を
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

額
の

拡
大

（
2
0
2
0
年

以
降

の
ポ

ス
ト

１
兆

円
目

標
）

【
令
和

2
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
,3

5
4
（

4
3

1
）
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

4
2

5
百
万
円
）

手
引

書
作

成
の

支
援

安
全

性
デ

ー
タ

収
集

の
支

援

検
査

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

支
援

国

民
間

団
体

等

定
額

、
1
/2

以
内

委
託

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

（
１

の
一

部
の

事
業

、
２

の
一

部
の

事
業

）

（
１

の
一

部
の

事
業

、
２

の
一

部
の

事
業

）
民

間
団

体
等

定
額

民
間

団
体

等
民

間
事

業
者

等
（

２
の

一
部

の
事

業
）

定
額

、
1
/2

以
内

梱
包

施
設

等
の

認
証

取
得

支
援

研
修

会
開

催
等

の
支

援

輸
出

検
査

へ
の

対
応

支
援
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（
食
料
産
業
・
６
次
産
業
化
交
付
金
に
お
い
て
実
施
）

【令
和

2
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
,4

7
2
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

6
,7

9
4
百
万
円
）

農
林
水
産
物
・
食
品
の
政
府
一
体
と
な
っ
た
輸
出
力
強
化
の
う
ち

食
品
産
業
の
輸
出
向
け

H
A

C
C

P
等
対
応
施
設
の
整
備

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
支
援
対
象
と
な
る
取
組

①
加

工
食

品
等

の
輸

出
拡

大
に

必
要

な
製

造
・加

工
、
流

通
等

の
施

設
の

新
設

（
か

か
り
増

し
経

費
）

及
び

改
修

、
機

器
の

整
備

に
係

る
経

費
を

支
援

し
ま

す
。

・H
A
C
C
P
及

び
IS

O
、
F
S
S
C
、
JF

S
-C

等
の

規
格

を
満

た
す

施
設

・輸
出

可
能

な
添

加
物

を
使

用
し

た
製

造
ラ

イ
ン

・海
外

が
求

め
る

有
機

製
品

の
製

造
ラ

イ
ン

等

②
施

設
整

備
を

一
体

的
に

行
い

、
そ

の
効

果
を

高
め

る
た

め
に

必
要

な
コ

ン
サ

ル
費

等
の

経
費

（
効

果
促

進
事

業
）

を
支

援
し

ま
す

。

２
．
事
業
実
施
主
体
（
助
成
対
象
者
）

食
品

製
造

事
業

者
、
食

品
流

通
事

業
者

、
中

間
加

工
事

業
者

等
（

農
林

漁
業

者
が

製
造

・加
工

、
流

通
等

の
事

業
を

行
う
場

合
も

含
む

）

国
都

道
府

県
等

食
品

製
造

事
業

者
食

品
流

通
事

業
者

中
間

加
工

事
業

者
等

１
/２

交
付

（
定

額
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

加
工

食
品

等
の

輸
出

拡
大

に
よ

り
、
６

次
産

業
化

市
場

規
模

の
拡

大
を

図
る

た
め

、
食

品
製

造
事

業
者

等
の

施
設

の
新

設
（

か
か

り
増

し
経

費
）

及
び

改
修

、
機

器
の

整
備

を
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

額
の

拡
大

（
2
0
2
0
年

以
降

の
ポ

ス
ト

１
兆

円
目

標
）

６
次

産
業

化
の

市
場

規
模

拡
大

（
7
.1

兆
円

「平
成

2
9
年

度
」→

１
０

兆
円

「令
和

2
年

度
」） エ

ア
ー

シ
ャ
ワ

ー
等

の
衛

生
管

理
設

備
の

導
入

有
害

な
微

生
物

が
産

生
す

る
毒

素
を

安
全

な
レ

ベ
ル

ま
で

取
り
除

く
殺

菌
機

の
導

入

温
度

管
理

を
要

す
る

装
置

・
設

備
の

導
入

有
機

食
品

の
製

造
ラ

イ
ン

(茶
葉

→
荒

茶
へ

の
製

造
ラ

イ
ン

)
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＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

G
F
P
（

農
林

水
産

物
・
食

品
輸

出
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

に
基

づ
き

、
輸

出
に

取
り
組

も
う
と
す

る
生
産
者
等
へ
の
輸
出
診
断
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
産
地
形
成
に
必
要
な
計
画
策
定
等
支

援
及

び
同
計
画
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
の
支
援
事
業
に
お
け
る
採
択
へ
の
優
遇
措
置
、
国
際
的
な
認
証
取
得
・
更
新
等
へ
の
支
援
、
輸
出
の
深
掘
り
を
進
め
る
た
め
の
商
社
支

援
等

に
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
形
成
を
支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

額
の

拡
大

（
2
0
2
0
年

以
降

の
ポ

ス
ト

１
兆

円
目

標
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．

G
F
P
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
づ
く
り
強
化
対
策

①
G

F
P
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
計
画
策
定
等
の
支
援

グ
ロ

ー
バ

ル
産

地
形

成
を

具
体

的
に

進
め

る
た

め
の

計
画

策
定

、
生

産
体

制
の

確
立

、
事

業
効

果
の

検
証

な
ど
、
産

地
形

成
を

本
格

的
に

進
め

る
準

備
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

②
G

F
P
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
輸
出
診
断
、
新
た
な
商
社
支
援
等

生
産

者
等

へ
の

輸
出

診
断

や
、
W

e
b
上

で
の

交
流

会
に

よ
る

G
F
P
登

録
者

の
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

形
成

を
行

う
な

ど
意

欲
あ

る
生

産
者

等
に

重
点

的
な

サ
ポ

ー
ト

・情
報

を
提

供
し

ま
す

。
ま

た
、

生
産

者
と
輸

出
を

行
う
商

社
等

と
の

連
携

強
化

な
ど
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

２
．
輸
出
先
国
の
規
制
に
係
る
課
題
解
決
・
国
際
的
な
認
証
取
得
等
の
支
援

輸
出

の
際

に
求

め
ら

れ
る

食
品

安
全

に
係

る
認

証
等

の
証

明
書

や
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
国

内
外

へ
の

普
及

、
植

物
検

疫
上

の
課

題
解

決
等

に
向

け
た

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
１

/２
以

内
（

２
の

①
事

業
）

農 業 者 ・ 民 間

団 体 等

委
託

（
１

の
①

事
業

）

（
１

の
②

、
２

の
②

事
業

）

都
道

府
県

定
額

定
額

＜
関
連
事
業
＞
（
優
先
採
択
等
の
優
遇
措
置
を
実
施
）

・
強

い
農

業
・
担

い
手

づ
く
り
総

合
支

援
交

付
金

・
食

料
産

業
・
6
次

産
業

化
交

付
金

・
水

産
基

盤
整

備
事

業

・
浜

の
活

力
再

生
・
成

長
促

進
交

付
金

等
関

連
事

業
の

活
用

例
：

青
果

物
の

長
期

保
存

技
術

の
導

入
、
輸

出
向

け
機

械
・施

設
の

整
備

、
H

A
C
C
P
対
応
の
施
設
改
修
・導
入
、
輸
出
に
必
要
な
認
証
取
得
支
援

等

①
国
際
的
認
証
取
得
・
更
新
等
へ
の
支
援

輸
出

を
拡

大
す

る
た

め
に

輸
出

先
国

・
地

域
が

求
め

る
食

品
安

全
に

係
る

認
証

等
の

証
明

書
取

得
、
検

疫
条

件
へ

の
対

応
等

の
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

②
輸
出
先
国
の
規
制
に
係
る
産
地
へ
の
課
題
解
決
支
援

植
物

検
疫

条
件

や
残

留
農

薬
基

準
等

の
輸

出
先

国
の

規
制

・
条

件
に

合
致

し
た

農
産

物
を

輸
出

す
る

た
め

、
産

地
が

抱
え

る
課

題
の

解
決

に
向

け
た

植
物

検
疫

分
野

等
の

専
門

家
に

よ
る

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

③
日
本
発
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
普
及
推
進
に
係
る
支
援

我
が

国
の

水
産

物
が

持
続

可
能

な
漁

業
・
養

殖
業

に
よ

っ
て

生
産

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

示
す

、
日

本
発

の
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
国

内
外

へ
の

普
及

に
向

け
た

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

２ ． 輸 出 先 国 の 規 制 に 係 る 課 題

解 決 ・ 国 際 的 な 認 証 取 得 等 の 支 援

１ ． Ｇ Ｆ Ｐ グ ロ ー バ ル 産

地 計 画 策 定 等 の 支 援

定
額

【
令
和

2
年
度
予
算
概
算
決
定
額

4
6

9
（

1
7

7
）
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

8
4

0
百
万
円
）

Ｇ Ｆ Ｐ グ ロ ー バ ル 産

地 計 画 の 策 定 ・ 承 認

（
２

の
③

事
業

）

農
林
水
産
物
・
食
品
の
政
府
一
体
と
な
っ
た
輸
出
力
強
化
の
う
ち

グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
づ
く
り
の
強
化
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
戦
略
作
物
助
成

○
水

田
を

活
用

し
て

、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工
用
米
、

飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
を
生
産
す
る
農
業
者
を
支
援

し
ま

す
。

２
．
産
地
交
付
金

○
地

域
の

作
物

振
興

の
設

計
図

と
な

る
「水

田
フ
ル

活
用

ビ
ジ

ョン
」に

基
づ

き
、

高
付

加
価

値
化

や
低

コ
ス

ト
化

を
図

り
な

が
ら

、
地

域
の

特
色

の
あ

る
魅

力
的

な

産
品

の
産

地
を

創
造

す
る

た
め

、
地
域
の
裁
量
で
活
用
可
能
な
産
地
交
付
金

に

よ
り
、
二

毛
作

や
耕

畜
連

携
を

含
め

、
産
地
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
ま

す

（
一

定
割

合
以

上
は

都
道

府
県

段
階

で
支

援
内

容
を

決
定

）
。

３
．
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成

○
都

道
府

県
が

策
定

し
た
「水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
国

の

み
な

ら
ず

地
方

公
共

団
体

等
の
関
係
部
局
が
連
携

し
、
基
盤
整
備
、
栽
培
技

術
や
機
械
・
施
設
の
導
入
、
販
路
確
保
等
の
取
組

と
併

せ
て

、
水
田
で
の
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
等
を
計
画
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

し
ま

す
。

交
付
対
象
者

販
売

目
的

で
対

象
作

物
を

生
産

す
る

販
売

農
家

・集
落

営
農

＜
事
業
の
流
れ
＞

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3
0

5
,0

0
0
（

3
2

1
,5

0
0
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

米
政

策
改

革
の

定
着

に
向

け
、
食

料
自

給
率

・自
給

力
の

向
上

に
資

す
る
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
等
の
戦
略
作
物
の
本
作
化

と
と
も

に
、
産
地
交
付
金
に
よ
り
、
地
域
の
特
色
あ
る

魅
力
的
な
産
品
に
よ
る
産
地
の
創
造
を
支
援

し
ま

す
。
ま

た
、
高

収
益

作
物

の
導

入
・定

着
を

促
進

す
る

た
め

、
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成
を
新
設

し
、
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

○
飼

料
用

米
、
米

粉
用

米
の

生
産

を
拡

大
（

飼
料

用
米

1
1
0
万

ト
ン

、
米

粉
用

米
1
0
万

ト
ン

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

○
飼

料
自

給
率

の
向

上
（

4
0
%

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

○
担

い
手

の
飼

料
用

米
の

生
産

コ
ス
ト
を
1
0
年

間
で

５
割

程
度

削
減

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
○

麦
・大

豆
等

の
作

付
面

積
を
拡

大
（

麦
2
8
.1

万
h
a
、
大

豆
1
5
万

h
a
［

令
和

７
年

度
ま
で

］
）

戦
略
作
物
助
成

対
象
作
物

交
付
単
価

麦
、
大

豆
、
飼

料
作

物
※

１
3
.5

万
円

/1
0
a

Ｗ
Ｃ

Ｓ
用

稲
8
.0

万
円

/1
0
a

加
工

用
米

2
.0

万
円

/1
0
a

飼
料

用
米

、
米

粉
用

米
収

量
に

応
じ

、
5
.5

万
円

～
1
0
.5

万
円

/1
0
a

産
地
交
付
金

＜
飼

料
用

米
・米

粉
用

米
の

収
量

と
交

付
単

価
の

関
係

＞

取
組
内
容

配
分
単
価

飼
料

用
米

、
米

粉
用

米
の

複
数

年
契

約
※

３
1
.2

万
円

/1
0
a

そ
ば

、
な

た
ね

の
作

付
け

（
基

幹
作

の
み

）
2
.0

万
円

/1
0
a

新
市

場
開

拓
用

米
の

作
付

け
（

基
幹

作
の

み
）

2
.0

万
円

/1
0
a

○
「水

田
フ
ル

活
用

ビ
ジ

ョ
ン

」に
基

づ
き

、
地

域
の

裁
量

で
産

地
づ

くり
に

向
け

た
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

○
ま

た
、
取

組
に

応
じ

た
配

分
（

下
表

参
照

）
を

都
道

府
県

に
対

し
て

行
い

ま
す

。

※
１

：
飼

料
用

と
う
も

ろ
こ

し
を

含
む

単
収

（
k
g
/1

0
a
）

1
0
.5
万

8
.0
万

5
.5
万

+
1
5
0

-1
5
0

数
量

払
い

の
単

価
（

傾
き

）
：

約
1
6
7
円

/k
g

標
準

単
収

値
※

2

助
成

額
（

円
/1

0
ａ

）

※
２

：
地

域
ご

と
に

設
定

国

農
業

再
生

協
議

会
等

農
業

者

営
農

計
画

書
・
交

付
申

請
書

等
の

取
り
ま

と
め

交
付

申
請

上
記

の
ほ

か
、
以

下
の

取
組

に
つ

い
て

、
拡

大
計

画
に

基
づ

き
、
年

度
当

初
に

配
分

を
行

い
ま

す
。

①
転
換
作
物
拡
大
加
算
（

1
.5
万
円

/
1

0
a
）

地
域

農
業

再
生

協
議

会
ご

と
に

み
て

、
主

食
用

米
が

減
少

し
、
転

換
作

物
の

面
積

が
令

和
元

年
度

よ
り
拡

大
し

た
場

合
に

、
そ

の
面

積
に

応
じ

て
配

分
。

②
高
収
益
作
物
等
拡
大
加
算
（

3
.0
万
円

/
1

0
a
）

地
域

農
業

再
生

協
議

会
ご

と
に

み
て

、
主

食
用

米
が

減
少

し
、
高

収
益

作
物

等
※

４
の

面
積

が
令

和
元

年
度

よ
り

拡
大

し
た

場
合

に
、
そ

の
面

積
に

応
じ

て
配

分
。

※
４

：
高

収
益

作
物

等
；

高
収

益
作

物
（

園
芸

作
物

等
）

、
新

市
場

開
拓

用
米

、
加

工
用

米
、
飼

料
用

と
う
も

ろ
こ

し
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成

○
「推

進
計

画
」に

位
置

付
け

ら
れ

た
産

地
に

お
け

る
以

下
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

①
高
収
益
作
物
定
着
促
進
支
援
（

2
.0
万
円

/
1

0
a
×
５
年
間
）

高
収

益
作

物
の

新
た

な
導

入
面

積
に

応
じ

て
支

援
。
（

②
と
セ

ッ
ト

）
②

高
収
益
作
物
畑
地
化
支
援
（

1
0

.5
万
円

/
1

0
a
）

高
収

益
作

物
に

よ
る

畑
地

化
の

取
組

を
支

援
※

４
。

③
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
支
援
（

1
.0
万
円

/
1

0
a
）

子
実

用
と
う
も

ろ
こ

し
の

作
付

面
積

に
応

じ
て

支
援

。
※

５
：

そ
の

他
の

転
作

作
物

に
係

る
畑

地
化

も
同

様
の

単
価

で
支

援

※
（

）
内

は
令

和
元

年
度

補
正

後
予

算
額

※
３

：
３

年
以

上
の

契
約
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水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
令
和
２
年
度
予
算
の
考
え
方


農
業
従
事
者
が
国
内
外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
作
物
を
生
産
で
き
る
よ
う
、
飼
料
用
米
の
生
産
支
援
か
ら

野
菜
・果
樹
な
ど
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
支
援
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
る
。

２
，
１
５
３
億
円

令
和
元
年
度
予
算

国
が
全
国
共
通
で
交

付
対
象
作
物
・単
価
を

決
定
し
て
い
る
部
分

（戦
略
作
物
助
成
）

２
，
０
０
４
億
円

令
和
２
年
度
予
算
案

高
収
益
作
物

及
び
コ
メ
新
市
場
開
拓

１
０
０
億
円

３
，
２
１
５
億
円

（
▲
１
６
５
億
円
）

３
，
０
５
０
億
円

③
過
去
の
転
作
実
績
等
に
よ
り
、
作
物
ご
と
に

交
付
対
象
面
積
を
算
定

（
▲
１
５
０
億
円
）

・
飼
料
用
米
へ
の
過
重
な
配
分
を
是
正
。

①
高
収
益
作
物
・コ
メ
輸
出
へ
の
重
点
配
分

（
＋
５
８
億
円
）

・
野
菜
・
果
樹
等
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
拡
充
（地
域
へ

の
交
付
金
も
転
作
面
積
の
拡
大
に
対
し
て
重

点
配
分
）

・
コ
メ
輸
出
の
取
組
を
推
進

１
，
０
１
９
億
円

地
域
が
交
付
対
象
作

物
・単
価
を
決
定
し
て

い
る
部
分

（高
収
益

作
物
等
を
除
く
）

９
４
６
億
円

②
飼
料
用
米
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
等

（
▲
７
３
億
円
）

・
地
域
が
決
め
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

飼
料
用
米
へ
の
単
純
な
単
価
加
算
や
多
収

品
種
加
算
を
廃
止
。
複
数
年
契
約
や
生
産
性

向
上
の
取
組
支
援
を
措
置
。

４
２
億
円
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水
田
利
用
の
現
状
と
飼
料
用
米
に
対
す
る
支
援


水
田
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、
主
食
用
米
が
過
剰
に
市
場
に
出
回
ら
な
い
よ
う
「水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」に
よ
り
、
飼
料
用
米
等
へ
の
作
付
け
誘
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（米
価
維
持
効
果
）


平
成
３
０
年
度
の
実
績
値
を
見
る
と
、
国
が
一
律
に
交
付
す
る
部
分
に
加
え
、
地
域
が
独
自
に
配
分
す
る
部
分
を

含
め
る
と
、
交
付
総
額
の
約
４
分
の
１
が
飼
料
用
米
の
作
付
け
の
た
め
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

１
．
水
田
（
2
2
7.
3万
ha
）
の
利
用
状
況
（平
成
30
年
）

8
.0

4
.3

2
.2

1
3
8
.6

0
.4

5
.4

7
.3

9
.6

8
.8

2
9
.1

（
万
h
a）

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象

主
食
用
米

備
蓄
米

米
粉
用
米
・加
工
用
米

新
市
場
開
拓
用
米

飼
料
用
米

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

飼
料
作
物

麦
大
豆

野
菜
等

そ
の
他
（不
作
付
地
を
含
む
）

（
出
所
）
農
林
水
産
省

「
米
を
め
ぐ
る
関
係
資
料
」
等

1
3
.7

３
．
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
、
飼
料
用
米
へ
の
支
援
状
況
（平
成
30
年
度
）

戦
略
作
物
助
成

産
地
交
付
金

合
計

国
が
全
国
共
通
で
対
象
作
物
・

単
価
を
決
定
し
て
い
る
部
分

地
域
が
交
付
対
象
作
物
・単

価
を
決
定
し
て
い
る
部
分

飼
料
用
米
へ
の

交
付
実
績

（
総
額
に
占
め
る
割
合
）

6
4
3
億
円

（3
2
％
）

1
2
9
億
円

（1
3
％
）

7
7
2
億
円

（
2
6
％
）

飼
料
用
米
の

単
価
等

収
量
に
応
じ
、

5
.5
万
円
～
1
0
.5
万
円
/1
0
a

・
交
付
単
価
の
上
乗
せ

・
多
収
品
種
の
取
組
に
対
す

る
追
加
配
分

等

交
付
金
総
額
（実
績
値
）

2
,0
1
5
億
円

9
7
1
億
円

2
,9
8
6
億
円

２
．
主
食
用
米
と
飼
料
用
米
の
所
得
比
較
イ
メ
ー
ジ

飼
料
用
米
（
多
収
）

83

主
食
用
米

4
1

12
3

経
営
費

経
営
費

所
得

所
得

7551

販
売
収
入

販
売
収
入
9

1
1
7

水
田
活
用
の

直
接
支
払

交
付
金

＜
全
国
平
均
の
姿
＞

（
単
位
：
千
円
/
1
0
ａ
）

（
出
所
）
農
林
水
産
省

「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
概
要
」
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持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
の
う
ち
果
樹
支
援
対
策

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

5
,6

5
7
（

5
,5

8
7
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

我
が

国
の

果
樹

産
地

の
生

産
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
省
力
樹
形
へ
の
新
植
・
改
植

等
の

取
組

へ
の

支
援

を
強

化
し

ま
す

。
ま

た
、
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た
モ
デ
ル
産
地

を
育
成

す
る

た
め

、
水

田
の

樹
園

地
へ

の
転

換
や

既
存

産
地

の
改

良
を

通
じ

て
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
で
の
省
力
樹
形
・
機
械
作
業
体
系
の
導
入

等
と
併

せ
て

、
早
期
成
園
化
や
成
園
化

ま
で
の
経
営
の
継
続
・
発
展
等
の
取
組
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

果
樹

産
地

に
お

け
る

労
働

生
産

性
の

向
上

（
労

働
時

間
当

た
り
生

産
量

の
1
0
％

向
上

［
令

和
1
2
年

度
ま

で
］

）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
優
良
品
目
・
品
種
、
省
力
樹
形
等
の
導
入
支
援

優
良

品
目

・
品

種
へ

の
新

植
・改

植
と
、
そ

れ
に

伴
う
未

収
益

期
間

に
お

け
る

幼
木

の
管

理
経

費
へ

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
特

に
、
平
坦
で
作
業
性
の
良
い
水
田
等
へ
の
新
植
や
、
労
働
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
省
力
樹
形
向
け
の
支
援
単
価
を
新
設

し
ま

す
。

２
．
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た
果
樹
の
モ
デ
ル
産
地
形
成
支
援

一
定
規
模
以
上

（
２

h
a
以

上
（

基
盤

整
備

を
行

う
場

合
は

５
h
a
以

上
）

）
で

の
水
田
の

樹
園
地
転
換

や
既
存
産
地
の
改
良

と
併

せ
て

、
次

の
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

（
１

）
小
規
模
基
盤
整
備

に
要

す
る

経
費

（
盛

土
、
園

内
道

の
整

備
等

）

（
２

）
新
植
・
改
植

、
そ

れ
に

伴
う
幼
木
管
理

に
要

す
る

経
費

（
省

力
樹

形
の

導
入

等
）

（
３

）
早
期
成
園
化
、
経
営
の
継
続
・
発
展
の
取
組

に
要

す
る

経
費
（
最
大

5
1
万
円

/
1

0
a
）

（
４

）
機
械
作
業
体
系
に
必
要
な
資
機
材
・
設
備
の
導
入

に
要

す
る

経
費

＜
事
業
の
流
れ
＞

１
省
力
樹
形
の
導
入
支
援

＜
支

援
単

価
の

例
（

括
弧

内
は

新
植

の
支

援
単

価
）

＞

・
小

さ
な

木
を

密
植

し
て

、
直

線
的

に
配

列
す

る
た

め
、
作
業
動
線
が
単
純
で
効
率
的

。
・

密
植

す
る

こ
と
で

、
高
収
量
化

が
可

能
。

・
日

当
た

り
が

均
一

と
な

り
、
品
質
が
揃
い
や
す
い

。
・

成
木

ま
で

の
期

間
が

短
い

こ
と
か

ら
、
早
期
成
園
化

が
可

能
。

省
力
樹
形
の
特
長

ジ
ョ
イ

ン
ト

栽
培

（
な

し
）

剪
定

作
業

時
間

4
0
％

短
縮

可
能

慣
行

比
1
.7

倍
以

上
の

収
量

超
高

密
植

栽
培

（
り
ん

ご
）

慣
行

比
２

倍
以

上
の

収
量

根
域

制
限

栽
培

（
み

か
ん

）

品
目

慣
行

栽
培

省
力
樹
形
栽
培

未
収
益
期
間
対
策

（
幼

木
管

理
経

費
）

か
ん

き
つ

2
3
（

2
1
）

万
円

/1
0
a

1
1
1
（

1
0
8
）

万
円

/1
0
a

（
根

域
制

限
栽

培
）

5
.5

万
円

/1
0
a

×
４

年
分

（
品

目
共

通
）

り
ん

ご
1
7
（

1
5
）

万
円

/1
0
a

5
3
（

5
2
）

万
円

/1
0
a

（
高

密
植

低
樹

高
栽

培
）

7
3
（

7
1
）

万
円

/1
0
a

（
超

高
密

植
栽

培
）

な
し

1
7
（

1
5
）

万
円

/1
0
a

3
3
（

3
2
）

万
円

/1
0
a

（
ジ

ョイ
ン

ト
栽

培
）

国
全

国
団

体

定
額

農
業

者
の

組
織

す
る

団
体

、
法

人
化

し
た

経
営

体
定

額
、
1
/2

交
付

県
法

人
等

定
額

、
1
/2

等

果
樹

生
産

者
（

担
い

手
）

(１
の

事
業

)

(２
の

事
業

)

省
力
化
・
機
械
化

の
実
践
に
よ
る

労
働
生
産
性
の

抜
本
的
な
向
上

既
存
産
地
改
良
・
樹
園
地
転
換

未
収
益
期
間
の

幼
木
管
理

機
械
化
体
系
に
必
要
な

資
機
材
・
設
備
の
導
入

省
力
樹
形
の
導
入

成
園
化

２
未
来
型
の
果
樹
産
地
形
成
支
援

小
規
模
基
盤
整

備
、

新
植
・
改
植

＜
既
存
産
地
育
成
型
＞

最
大
5
1
万
円
/1
0
a

①
、
②
、
③
の
取
組

＜
新
産
地
育
成
型
＞

最
大
2
3
万
円
/1
0
a

①
、
③
の
取
組

①
大
苗
の
育
成

2
0
万
円
/1
0
a

②
代
替
農
地
で
の
営
農

2
8
万
円
/1
0
a

③
省
力
技
術
研
修

３
万
円
/1
0
a

早
期
成
園
化

経
営
の
継
続

経
営
の
発
展

育 成 後

早
期
成
園
化
、
経
営
の
継
続
・

発
展
の
取
組

新
産
地
育
成
型

既
存
産
地
改
良
型

み
か

ん
の

根
域

制
限

栽
培
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持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
の
う
ち
野
菜
・
施
設
園
芸
支
援
対
策

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
,1

0
3
（

9
6

4
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

実
需

者
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
園

芸
作

物
の

生
産

を
拡

大
す

る
た

め
、
水
田
を
活
用
し
た
新
た
な
園
芸
産
地
の
育
成
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
で
の
機
械
化
体
系
等
の
導
入
、
及
び
端
境

期
の
出
荷
等
に
取
り
組
む
産
地
の
育
成
等

を
支

援
し

ま
す

。
ま

た
、
施
設
園
芸
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
生
産
性
・
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
体
制
づ
く
り

を
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

加
工

・業
務

用
野

菜
の

出
荷

量
（

直
接

取
引

分
）

の
拡

大
（

1
4
5
万

ト
ン

［
令

和
1
2
年

度
ま

で
］

）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
水
田
に
お
け
る
園
芸
作
物
の
導
入
支
援

水
田

農
業

に
お

け
る

高
収

益
な

園
芸

作
物

の
導

入
・産

地
化

を
実

現
す

る
た

め
、
新
た
に
園
芸

作
物
を
導
入
す
る
産
地
に
お
け
る
合
意
形
成
や
、
園
芸
作
物
の
本
格
的
な
生
産
を
始
め
る
産

地
に
お
け
る
機
械
・
施
設
の
リ
ー
ス
導
入
の
取
組

等
を

支
援

し
ま

す
。

２
．
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た
野
菜
の
モ
デ
ル
産
地
形
成
支
援

一
定

規
模

以
上

（
露

地
野

菜
５

h
a
以

上
、
施

設
園

芸
１

h
a
以

上
）

で
の
水
田
転
換
や
ほ

場
整
備
と
併
せ
て

、
機
械
化
一
貫
体
系
の
導
入

や
生

育
予

測
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

３
．
国
産
が
需
要
に
応
え
切
れ
て
い
な
い
端
境
期
の
野
菜
の
生
産
拡
大
支
援

実
需

者
が

求
め

る
国

産
野

菜
の

安
定

調
達

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、
国

内
産

が
需
要
に

応
え
切
れ
て
い
な
い
品
目
や
作
型
（
端
境
期
）
の
出
荷

に
必

要
な
新
た
な
生
産
・
流
通
体
系

の
構
築
や
作
柄
安
定
技
術
、
新
た
な
作
型
の
導
入

等
を

支
援

し
ま

す
（

1
5
万

円
/1

0
ａ

）
。

（
関
連
事
業
）

４
．
ス
マ
ー
ト
農
業
総
合
推
進
事
業
の
う
ち
次
世
代
に
つ
な
ぐ
営
農
体
系
確
立
支
援

施
設

園
芸

産
地

に
お

け
る
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
機
器
の
活
用
、
既
存
ハ
ウ
ス
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
生
産
性
・
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
体
制
づ
く
り

等
を

支
援

し
ま

す
。

１
水
田
で
の
園
芸
作
物
の
導
入
支
援

２
労
働
生
産
性
を
高
め
た
モ
デ
ル
産
地
形
成
支
援

３
端
境
期
の
野
菜
の
生
産
拡
大
支
援

国

都
道

府
県

生
産

者
団

体
、
協

議
会

定
額

、
１

/２

＜
事
業
の
流
れ
＞

民
間

団
体

等
定

額
、
１

／
２

（
１

、
４

の
事

業
）

（
１

、
４

の
う
ち

全
国

推
進

、
３

の
事

業
）

交
付

産
地
の
合
意
形
成

土
壌

改
良

資
材

○
本
格
的
な
園
芸
作
物
生
産

へ
の

支
援

○
園
芸
作
物
の
新
た
な
導
入

へ
の

支
援

試
験
栽
培

作
柄

安
定

技
術

の
導

入
国

内
産

が
需

要
に

応
え

切
れ

て
い

な
い
端
境
期
に

輸
入
が
増
加

〈
取

組
主

体
〉

〈
取

組
主

体
〉

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

貯
蔵

出
荷

播
種

収
穫

貯
蔵

播
種

出
荷

普
通
作
型

播
種

定
植

端
境
期

作
型

出
荷

予
冷

庫
・
貯

蔵
庫

の
リ
ー

ス
端

境
期

端
境

期
定

額
、
１

／
２

（
２

の
事

業
）

生
産

者
、
実

需
者

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

協
議

会
生

産
者

団
体

機
械

・
施

設
の

リ
ー

ス
導

入

○
水

田
転

換
や

ほ
場

整
備

と
併

せ
た

機
械

化
一

貫
体

系
や

生
育

予
測

シ
ス

テ
ム

の
導

入
へ

の
支

援

生
育

予
測

シ
ス

テ
ム

全
自

動
移

植
機

畝
立

同
時

施
肥

機
収

穫
機

機
械

化
一

貫
体

系
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経
営
所
得
安
定
対
策

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2
8

9
,3

1
1
（

2
8

2
,3

4
9
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

及
び
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

に
つ

い
て

、
担

い
手

（
認

定
農

業
者

、
集

落
営

農
、
認

定
新

規
就

農
者

）
に

対
し

て
直

接
交

付
し

ま
す

（
い

ず
れ

も
規

模
要

件
は

あ
り
ま

せ
ん

。
）

。
な

お
、
令

和
２

年
産

～
４

年
産

の
交

付
単

価
に

つ
い

て
は

、
日

米
貿

易
協

定
の

発
効

及
び

消
費

税
率

の
改

定
に

伴
う
影

響
を

踏
ま

え
た

も
の

と
し

て
い

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

米
・麦

・大
豆

等
の

土
地

利
用

型
農

業
の

経
営

体
の

経
営

の
安

定

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

（
所

要
額

）
2
1
6
,3

2
2
（

1
9
9
,8

3
6
）

百
万

円
○

諸
外
国
と
の
生
産
条
件
の
格
差
に
よ
る
不
利
が
あ
る
畑
作
物

を
生

産
す

る
農

業
者

に
対

し
て

、
経

営
安

定
の

た
め

の
交

付
金

を
直

接
交

付
し

ま
す

。

２
．
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

（
所

要
額

）
6
4
,4

5
7
（

7
4
,0

3
1
）

百
万

円
○

米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
の
令
和
元
年
産
収
入
額
の
合
計

が
、
過

去
の

平
均

収
入

で
あ

る
標
準
的
収
入
額

を
下

回
っ
た

場
合

に
、
そ
の
差
額
の
９
割
を
、

対
策
加
入
者
と
国
が
１
対
３
の
割
合
で
拠
出
し
た
積
立
金
か
ら
、
補
塡

し
ま

す
。

３
．
経
営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業
等

8
,5

3
2
（

8
,4

8
2
）

百
万

円
○

農
業

再
生

協
議

会
が

行
う
水

田
フ
ル

活
用

ビ
ジ

ョ
ン

等
の

作
成

・周
知

や
経

営
所

得
安

定
対

策
等

の
運

営
に

必
要

な
経

費
を

助
成

し
ま

す
。
ま

た
、
申

請
手

続
の

電
子

化
を

支
援

し
ま

す
。

都
道

府
県

等
地

域
単

位
で

算
定

標
準

的
収

入

当
年

産
収

入

最
近

５
年

の
う
ち

、
最

高
・

最
低

を
除

く
３

年
の

平
均

収
入

農
業

者
【１

】

国
費

【３
】

米
の

差
額

麦
の

差
額

大
豆

の
差

額

・ ・ ・

品
目

ご
と

の
収

入
差

額
を

合
算

農
業

者
１

：
国

３
の

割
合

で
拠

出
収

入
減

少
が

発
生 補

塡
金

収
入

減
の

９
割

農
業

者
ご

と
に

算
定

標
準

的
な

生
産

費

差 額

ゲ
タ

交
付

単
価

標
準

的
な

販
売

価
格

＜
交
付
単
価
の
イ
メ
ー
ジ
＞

＜
数
量
払
と
面
積
払
と
の
関
係
＞ 面
積
払

数
量
払

収
量

交 付 金 額
数

量
払

の
際

に
控

除
さ

れ
ま

す
。

対
象

作
物

平
均

交
付

単
価

小
麦

6
,7

1
0
円

/6
0
㎏

二
条

大
麦

6
,7

8
0
円

/5
0
㎏

六
条

大
麦

5
,6

6
0
円

/5
0
㎏

対
象

作
物

平
均

交
付

単
価

は
だ

か
麦

9
,5

6
0
円

/6
0
㎏

大
豆

9
,9

3
0
円

/6
0
㎏

て
ん

菜
6
,8

4
0
円

/t
 

【交
付

単
価

（
令

和
２

年
産

～
４

年
産

ま
で

適
用

）
】

［
数

量
払

］
交

付
単

価
は

品
質

区
分

に
応

じ
て

設
定

２
万

円
／

1
0
ａ

（
そ

ば
に

つ
い

て
は

、
1
.3

万
円

／
1
0
ａ

）

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

[面
積

払
］

当
年

産
の

作
付

面
積

に
基

づ
き

数
量

払
の

先
払

い
と
し

て
交

付

対
象

作
物

平
均

交
付

単
価

で
ん

粉
原

料
用

ば
れ

い
し

ょ
1
3
,5

6
0
円

/t

そ
ば

1
3
,1

7
0
円

/4
5
k
g

な
た

ね
8
,0

0
0
円

/6
0
k
g

国

農
業

再
生

協
議

会
等

農
業

者

営
農

計
画

書
・
交

付
申

請
書

等
の

取
り
ま

と
め

交
付

（
ゲ

タ
対

策
）

申
請

積
立

て

補
塡

金

農
業

者
【１

】

国
費

【３
】

交
付

（
ナ

ラ
シ

対
策

）
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収
入
保
険
制
度
の
実
施

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2
1

,1
0

5
 （

2
0

,6
0

9
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
見
て
総
合
的
に
対
応
し
得
る
収
入
保
険
制
度
を
実
施

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

○
法

人
経

営
体

数
を

５
万

法
人

に
増

加
［

令
和

５
年

ま
で

］
○

担
い

手
が

利
用

す
る

面
積

が
全

農
地

面
積

の
８

割
と
な

る
よ

う
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
業
経
営
収
入
保
険
料
国
庫
負
担
金

4
,1

7
9
（

2
,6

6
0
）
百
万
円

○
保

険
方

式
に

つ
い

て
、
農
業
者
が
支
払
う
べ
き
保
険
料
の

1
/
2
を
国
が
負
担

し
ま

す
。

２
．
農
業
経
営
収
入
保
険
特
約
補
て
ん
金
造
成
費
交
付
金

1
5

,0
8

9
(1

6
,3

2
6

)百
万
円

○
積

立
方

式
に

つ
い

て
、
農
業
者
が
積
み
立
て
る
積
立
金
の
３
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
国

が
負
担

し
ま

す
。

３
．
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
事
務
費
負
担
金

1
,2

4
6
（

1
,6

2
3
）
百
万
円

○
収

入
保

険
制

度
の

実
施

主
体

で
あ

る
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
（
全
国
連
合
会
）

に
対
し
、
収
入
保
険
制
度
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
必
要
な
経
費

（
人

件
費

、
旅

費
、
シ

ス
テ

ム
運

営
費

、
業

務
委

託
費

等
）
の

1
/
2
以
内
を
国
が
負
担

し
ま

す
。

４
．
収
入
保
険
加
入
推
進
支
援
事
業

3
6

0
（
－
）
百
万
円

○
全

国
連

合
会

の
業

務
委

託
先

の
ほ

か
、
JA

、
集

荷
業

者
、
農

業
会

議
、
法

人
協

会
な

ど
の

関
係

機
関

が
推

進
体

制
（

都
道

府
県

協
議

会
）

を
構

築
し

て
取

り
組

む
収

入
保

険
の

加
入
推
進
活
動
を
支
援

し
ま

す
。

５
．
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
収
入
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
整
備
支
援
事
業

2
3

0
（
－
）
百
万
円

○
農

林
水

産
省

が
整

備
を

進
め

る
共

通
申

請
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

収
入

保
険

の
加

入
申

請
等

が
で

き
る

よ
う
、
全
国
連
合
会
が
行
う
収
入
保
険
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
係
る
経
費
を
支

援
し

ま
す

。

【収
入

保
険

制
度

の
仕

組
み

の
概

要
】

収
入

保
険

制
度

は
、
品

目
の

枠
に

と
ら

わ
れ

ず
、
自

然
災

害
に

よ
る

収
入

減
少

だ
け

で
な

く、
価

格
低

下
な

ど
も

含
め

た
収

入
減

少
を

補
て

ん
す

る
仕

組
み

で
す

。
具

体
的

に
は

、
①

青
色

申
告

を
行

っ
て

い
る

農
業

者
（

個
人

・法
人

）
を

対
象

に
、

②
保

険
期

間
の

収
入

が
基

準
収

入
の

９
割

（
補

償
限

度
額

）
を

下
回

っ
た

場
合

に
、
下

回
っ

た
額

の
９

割
（

支
払

率
）

に
つ

い
て

、
「掛

捨
て

の
保

険
方

式
（

保
険

金
）

」
と
「掛

捨
て

と
な

ら
な

い
積

立
方

式
（

特
約

補
て

ん
金

）
」の

組
合

せ
で

補
て

ん
し

ま
す

。

（
注

）
５

年
以

上
の

青
色

申
告

実
績

が
あ

る
者

の
場

合

9
0
％

（
保

険
方

式
＋

積
立

方
式

の
補

償
限

度
額

の
上

限
）

8
0
％

（
保

険
方

式
の

補
償

限
度

額
の

上
限

）

規
模

拡
大

な
ど
、
保

険
期

間
の

営
農

計
画

も
考

慮
し

て
設

定

過
去

５
年

間
の

平
均

収
入

（
５

中
５

）
を

基
本

1
0
0
％

収
入

減
少

自
己
責
任
部
分

保
険
期
間
の
収
入

保
険
方
式
で
補
て
ん

積
立
方
式
で
補
て
ん

基
準
収
入

支
払

率
（

9
0
％

を
上

限
と
し

て
選

択
）

保
険

金
等

国

全
国

農
業

共
済

組
合

連
合

会

＜
事
業
の
流
れ
＞

1
/2

等

農
業

者

保
険

料
・
積

立
金

・
事

務
費

都
道

府
県

協
議

会
加

入
推

進
費

（
定

額
）

※
受

け
取

る
保

険
金

の
額

を
小

さ
くす

る
こ

と
で

、
保

険
料

を
抑

え
る

こ
と
も

可
能
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〇
各

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
体

系
が

構
築

・実
践

さ
れ

る
よ

う
、
現

在
の

技
術

レ
ベ

ル
で

最
先

端
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
A

I
・
I
o
T
等
の
技
術
の
生
産
現
場
へ
の
導
入
・
実
証
、
技

術
面
・
経
営
面
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
取
組
を
実
施

し
ま

す
。

２
．
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
の
た
め
の
環
境
整
備

①
農
林
水
産
デ
ー
タ
管
理
・
活
用
基
盤
強
化

デ
ー

タ
を

用
い

た
農

業
を

加
速

す
る

た
め

、
農
林
水
産
省
が
保
有
・
収
集
す
る
デ
ー
タ
を
農
業

デ
ー
タ
連
携
基
盤
（

W
A

G
R

I
）
に
実
装

し
ま

す
。

②
農
林
水
産
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
安
全
性
確
保
策
検
討

自
動

走
行

な
ど
農

業
用

先
端

ロ
ボ

ッ
ト

の
現

場
導

入
の

実
現

に
向

け
、
安
全
性
確
保
に
つ
い

て
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
技
術
の
検
証
を
支
援

し
ま

す
。

③
次
世
代
に
つ
な
ぐ
営
農
体
系
確
立
支
援

産
地

が
抱

え
る

課
題

解
決

の
た

め
、
新

技
術

を
組

み
入

れ
た
新
た
な
営
農
技
術
体
系
構
築

の
戦
略
づ
く
り
、
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
の
実
践
体
制
づ
く
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
整
理
等
の
取
組
を
支

援
し

ま
す

。

④
デ
ー
タ
駆
動
型
土
づ
く
り
推
進

科
学

的
デ

ー
タ

に
基

づ
く土

づ
くり

を
推

進
す

る
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
土
壌
診
断
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
、
土
壌
の
生
物
性
評
価
手
法
の
検
証
等
の
取
組
を
支
援

し
ま

す
。

⑤
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
推
進

農
業

大
学

校
等

に
お

い
て

ス
マ

ー
ト

農
業

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
化

を
推

進
す

る
た

め
、
授

業
で

活
用

で
き

る
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

し
ま

す
。

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

ス
マ

ー
ト

農
業

を
総

合
的

に
推

進
す

る
た

め
、
先
端
技
術
の
現
場
へ
の
導
入
・
実
証

や
、
地

域
で

の
戦

略
づ

くり
、
科

学
的

デ
ー

タ
に

基
づ

く土
づ

くり
、
教

育
の

推
進

、
農

業
デ

ー
タ
連

携
基

盤
(W

A
G

R
I)

の
活

用
促

進
の

た
め

の
環
境
整
備
等
の
取
組
を
支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

農
業

の
担

い
手

の
ほ

ぼ
全

て
が

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

農
業

を
実

践
［

2
0
2
5
年

ま
で

］

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
,5

0
0
（

5
0

5
）
百
万
円
】

ス
マ
ー
ト
農
業
総
合
推
進
対
策
事
業

経
営

管
理

シ
ス

テ
ム

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
生

育
・
病

害
虫

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
重

量
野

菜
の

自
動

収
穫

機

経
営

管
理

耕
起

・
施

肥
栽

培
管

理
収

穫

産
地
の
戦
略
・
体
制
づ
く
り

農
業

者

普
及

組
織

そ
の

他
関

係
機

関
自

治
体

民
間

企
業

技 術 開 発 ・ 実 証

ス
マ
ー
ト
農
業
の
社
会
実
装
・
実
践

実 装 ・ 普 及 に 向 け た 環 境 整 備

ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
の
推
進

農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
活
用
促
進

（
W

A
G

R
I
）

デ
ー

タ
の

提
供

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
安
全
性
確
保

安
全

性
確

保
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
へ

反
映

共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

自
動

走
行

ト
ラ

ク
タ

の
無

人
協

調
作

業

各
段

階
で

デ
ー

タ
を

取
得

し
、

経
営

分
析

国

(国
研

)農
業

・食
品

産
業

技
術

総
合

研
究

機
構

交
付

（
定

額
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

民
間

団
体

等
委

託

民
間

団
体

等

（
1
の

事
業

）

委
託

（
２

①
及

び
⑤

の
事

業
）

民
間

団
体

等
定

額
（

２
②

及
び

③
の

事
業

）

都
道

府
県

定
額

（
２

③
の

事
業

）
協

議
会

定
額

、
1
/2

民
間

団
体

等
定

額
、
1
/2

（
２

④
の

事
業

）

科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く

土
づ
く
り
の
推
進 土

壌
診

断
の

実
施

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
生

物
性

評
価

の
検

証
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
担
い
手
が
活
躍
す
る
強
い
農
業
基
盤
づ
く
り

（
農
業
競
争
力
強
化
対
策
）

1
2
9
,1

2
7
（

1
2
9
,6

7
8
）

百
万

円

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
や

農
業

の
高

付
加

価
値

化
を

図
る

た
め

、
農
地

中
間
管
理
機
構
と
の
連
携

等
に

よ
り
、
農
地
の
大
区
画
化

や
汎
用
化
・
畑

地
化

、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

等
を

実
施

し
ま

す
。
ま

た
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
化

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導
入

に
よ

り
、
新
た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し

、
担

い
手

の
多

様
な

水
利

用
や

水
管

理
の

省
力

化
を

推
進

し
ま

す
。

２
．
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化

（
国
土
強
靱
化
対
策
）

1
2
5
,6

7
0
（

1
2
2
,3

9
8
）

百
万

円

老
朽

化
し

た
農

業
水

利
施

設
に

つ
い

て
、
点

検
・診

断
に

基
づ

き
、
補

修
・
更
新
等
を
適
時
・
的
確
に
実
施

し
ま

す
。

３
．
安
全
・
安
心
の
た
め
の
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災

（
国
土
強
靱
化
対
策
）

7
1
,6

3
9
（

7
3
,9

5
0
）

百
万

円

基
幹

的
な
農
業
水
利
施
設

や
た
め
池

等
の
耐
震
対
策

、
集

中
豪

雨
に

よ
る
農
村
地
域
の
洪
水
被
害
防
止
対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
安
全
対

策
等

を
実

施
し

ま
す

。

農
業
農
村
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3
2

6
,4

3
6

 （
3

2
6

,0
2

6
）
百
万
円
】

(令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

1
4

6
,6

0
0
百
万
円

)

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
の
競
争
力
強
化

の
た

め
の
農
地
の
大
区
画
化

や
汎
用
化
・
畑
地
化

、
新
た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
の
構
築

、
国
土
強
靱
化

の
た

め
の

農
業

水
利

施
設

の
長
寿
命
化
・
耐
震
化

対
策

、
た
め
池
の
改
修
・
統
廃
合
等

を
推

進
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

○
担

い
手

が
利

用
す

る
面

積
が

全
農

地
面

積
の

８
割

と
な

る
よ

う
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

基
盤

整
備

完
了

区
域

（
水

田
）

に
お

け
る

作
付

面
積

（
主

食
用

米
を

除
く）

に
占

め
る

高
収

益
作

物
の

割
合

（
約

２
割

［
平

成
2
7
年

度
］

→
 約

３
割

以
上

［
令

和
２

年
度

ま
で

］
）

○
施

設
機

能
が

安
定

し
て

い
る

基
幹

的
農

業
水

利
施

設
の

割
合

（
約

５
割

以
上

［
令

和
２

年
度

ま
で

］
）

○
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

等
ソ

フ
ト

対
策

を
実

施
し

た
防

災
重

点
た

め
池

の
割

合
（

約
５

割
［

平
成

2
7
年

度
］

→
 1

0
割

［
令

和
２

年
度

ま
で

］
）


汎

用
化

の
例

水
管

理
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
化

土
地

改
良

区
に

よ
る

管
理

大
規

模
・
少

数
の

担
い

手
農

家
に

よ
る

管
理

自
動

ゲ
ー

ト
化


新

た
な

農
業

水
利

シ
ス
テ
ム

（
イ
メ
ー

ジ
）

中
央

管
理

所

分
水

施
設

取
水

施
設

水
位

･
水

温
の

確
認

用
排

水
の

遠
隔

操
作

面
的
集
積

田
大 豆

麦

調
整

施
設

自
動

給
水

栓

水
路

の
ﾊ
ﾟｲ

ﾌﾟ
ﾗｲ

ﾝ化


農

業
水

利
施

設
補

修
に

よ
る

長
寿

命
化

対
策

水
路

の
機

能
診

断

補
修


た

め
池

の
整

備


施

設
の

耐
震

化

耐
震

化
後

の
頭

首
工

堰
柱

１
．
担
い
手
が
活
躍
す
る
強
い
農
業
基
盤
づ
く
り

２
．
老
朽
化
し
た
農
業

水
利
施
設
の
長
寿
命
化

３
. 
安
全
・
安
心
の
た
め
の

農
村
地
域
の
防
災
・
減
災


農

地
整

備
を
通

じ
た

農
地

集
積

・集
約

化
の

例

農
家
数

戸
当
た
り
規
模

３
６
３
戸

０
．
６
ｈ
ａ
／
戸

：
自
家
消
費
希
望
者

凡
例

Ａ
経
営
体

5
5
h
a

Ｂ
経
営
体

8
3
h
a

Ｃ
経
営
体

4
3
h
a

自
家
消
費
農
家

5
1
h
a

農
家
数

戸
当
た
り
規
模

３
６
３
戸

０
．
６
ｈ
ａ／

戸

：集
落
営
農
参
加
合
意
者

：自
家
消
費
希
望
者

計
画

現
況


大

区
画

化
の

例

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

農
業
競
争
力
強
化
対
策

国
土
強
靱
化
対
策

＜
事
業
の
流
れ
＞

※
事

業
実

施
主

体
が

国
の

場
合

は
、
2
/3

等

国
市

町
村

等
都

道
府

県

都
道

府
県

1
/2

等

1
/2

等

汎
用

化
水

田
で

の
レ

タ
ス

の
栽

培

堰
柱

を
拡

幅

耐
震

化
前

の
頭

首
工

堰
柱

改
修

後
の

堤
体

改
修

前
の

堤
体

注
）

基
幹

的
農

業
水

利
施

設
（

受
益

面
積

1
0
0
h
a

以
上

の
農

業
水

利
施

設
）

の
資

産
価

値
（

再
建

設
費

ベ
ー

ス
）


基

幹
的

農
業

水
利

施
設

の
耐

用
年

数
の

超
過

状
況

国
営

1
.2

兆
円

県
営

等

3
.4

兆
円 国

営

1
.0

兆
円

県
営

等

1
.7

兆
円

既
に

標
準

耐
用

年
数

を
超

過
し

た
施

設
4
.6

兆
円

（
全

体
の

2
5
％

）

さ
ら

に
今

後
1
0
年

の
う
ち

に
標

準
耐

用
年

数
を

超
過

す
る

施
設

を
加

え
る

と
7
.3

兆
円

（
全

体
の

4
0
％

）

全
体

1
8

.5
兆
円
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
地
域
内
農
地
集
積
型

○
畦

畔
除

去
に

よ
る

区
画

拡
大

や
暗

渠
排

水
等

の
き
め
細
や
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
を
機
動
的
に
支
援

し
ま

す
。

２
．
農
地
集
積
推
進
型

○
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
一
層
推
進
す
る

た
め

、
推
進
費
（
整
備
費
の
最
大

5
.0
％
）

の
交

付
に

よ
り
農
業
者
の
費
用
負

担
の
軽
減

を
図

り
つ

つ
、
基

盤
整

備
を

機
動

的
に

支
援

し
ま

す
。

３
．
高
収
益
作
物
転
換
型

○
基

盤
整

備
を

機
動

的
に

進
め

る
と
と
も

に
、
輪

作
体

系
の

検
討

や
導

入
１

年
目

の
種

子
・肥

料
へ

の
支

援
な

ど
、
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
に
向
け
た
計
画
策
定
か
ら
営
農
定
着
に
必
要
な
取
組
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
支
援

し
ま

す
。

４
．
未
来
型
産
地
形
成
推
進
条
件
整
備
型

○
水
田
転
換

や
既
存
産
地
の
改
良

と
と
も

に
、
省
力
技
術
・
作
業
機
械
等
を
面
的
に
導
入

し
、
労

働
生

産
性

を
抜

本
的

に
高

め

た
モ

デ
ル

産
地

を
形

成
す

る
取

組
を

支
援

し
ま

す
。
ま

た
、
果
樹

に
つ

い
て

は
、
早
期
成
園
化
等
の
取
組
を
併
せ
て
支
援

し
ま

す
。

５
．
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進
型

○
基
盤
整
備
と
一
体
的
に

行
う
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
基

地
局

の
設

置
等

の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
つ
い
て
支
援

し
ま

す
。

※
１

と
３

の
型

で
は

、
リ
タ

イ
ア

農
家

が
所

有
す

る
農

地
等

を
機

構
を

介
し

て
担

い
手

に
円

滑
に

集
約

で
き

る
よ

う
、
機

構
集

積
協

力
金

交

付
事

業
の

農
地

整
備

・集
約

協
力

金
に

よ
り
、
農

業
者

負
担

の
軽

減
を

図
る

こ
と
が

可
能

で
す

（
整

備
費

の
最

大
1
2
.5

％
）

。

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実
施
区
域
等

に
お

い
て

、
地

域
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
を
機
動
的
に
実
施

し
、
農

地
中

間
管

理
機

構
に

よ
る

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
推
進

、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

、
営
農
定
着
に
必
要
な
取
組

を
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

担
い

手
が

利
用

す
る

面
積

が
全

農
地

面
積

の
８

割
と
な

る
よ

う
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］

＜
事
業
の
流
れ
＞

検
討

会
技

術
研

修
会

【実
施
要
件
】

①
事

業
対

象
地

域
：

農
振

農
用

地
の

う
ち

農
地

中
間

管
理

事
業

の
重

点
実

施
区

域
等

（
１

～
５

の
事

業
）

※
３

～
５

の
事

業
は

こ
れ

に
加

え
、
実

質
化

さ
れ

た
人

・農
地

プ
ラ

ン
の

対
象

区
域

等
も

対
象

と
す

る
。

②
総

事
業

費
2
0
0
万

円
以

上
、
③

農
業

者
数

２
者

以
上

、
④

ス
マ

ー
ト

農
業

導
入

推
進

計
画

（
仮

称
）

を
策

定
(５

の
事

業
)

等

国
市

町
村

等
都

道
府

県

都
道

府
県

1
/2

、
定

額
等

定
額

畦
畔

除
去

土
層

改
良

暗
渠

排
水

【
令
和

2
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2
4

,9
9

0
（

2
9

,9
5

0
）
百
万
円
】

全
国

団
体

農
業

者
の

組
織

す
る

団
体

等

1
/2

、
定

額
等

き
め

細
か

な
耕

作
条

件
改

善
の

支
援

高
収

益
作

物
へ

の
転

換
に

向
け

た
取

組
支

援

ス
マ

ー
ト

農
業

導
入

の
支

援

労
働

生
産

性
を

抜
本

的
に

高
め

た
モ

デ
ル

産
地

形
成

G
N

S
S
基

地
局

設
置

自
動

操
舵

シ
ス

テ
ム

導
入

省
力

樹
形

導
入

（
り
ん

ご
の

超
高

密
植

栽
培

）
作

業
機

械
導

入
（

ス
ピ

ー
ド

ス
プ

レ
イ

ヤ
ー

）

1
/2

、
定

額

1
/2

、
定

額
（

４
の

事
業

）

（
１

～
３

及
び

５
の

事
業

）

― 20 ―

―  ―0123456789



た
め
池
の
保
全
・
避
難
対
策

機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
き
め
細
や
か
な
長
寿
命
化
対
策

○
機
能
診
断
・
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
補
修
や
更
新

、
分

水
ゲ

ー
ト

の
自

動
化

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

、
水

管
理

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

化
、
自

動
給

水
栓

の
導

入
な

ど
に

よ
る

水
管

理
・
維

持
管

理
の

省
力

化
を

支
援

し
ま

す
。

○
ハ

ー
ド

対
策

を
行

う
た

め
の

、
機

能
診

断
・機

能
保

全
計

画
の

策
定

等
を

支
援

し
ま

す
。

２
．
機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

○
災
害
の
未
然
防
止
に
必
要
な
施
設
整
備

、
リ
ス

ク
管

理
の

た
め

の
観

測
機

器
の

設
置

、
た
め

池
の
統
廃
合

等
、

防
災

減
災

に
資

す
る

対
策

を
支

援
し

ま
す
（
た
め
池
に
設
置
す
る
観
測
機

器
の
設
置
は
令
和
２
年
度
ま
で
定
額
、
た
め
池
の
統
廃
合
は
定
額
）

。
○

ハ
ー

ド
対

策
を

行
う
た

め
の

、
耐

震
性

点
検

・調
査

等
を

支
援

し
ま

す
。

○
浄

化
槽

法
の

改
正

を
踏

ま
え

、
特
定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
廃
止
し
農
業
集
落
排
水
へ

接
続
す
る
場
合
、
当
該
単
独
処
理
浄
化
槽
の
転
換
に
必
要
な
経
費
を
支
援

し
ま

す
。

３
．
た
め
池
の
保
全
・
避
難
対
策

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

、
監

視
・
管

理
に

必
要

な
研

修
の

開
催

、
都
道
府
県
等
を
単
位
と
し

て
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
監
視
・
保
全
管
理
に
資
す
る
活
動
等
を
支
援

し
ま

す
（
令
和

2
年
度
ま

で
定
額
）

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業

の
持

続
的

な
発

展
を

後
押

し
す

る
た

め
、
農

業
生

産
活

動
の

基
盤

と
な

る
農
業
水
利
施
設
の
機
能
の
安
定
的
な
発
揮

に
必

要
な
機
動
的
か
つ
効
率
的
な
長
寿
命
化
対
策
及

び
防
災
減
災
対
策

を
、
早

期
に

効
果

が
発

現
す

る
地

区
を

対
象

に
き

め
細

か
く推

進
す

る
と
と
も

に
、
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
取
組

を
支

援
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

○
施

設
機

能
が

安
定

し
て

い
る

基
幹

的
農

業
水

利
施

設
の

割
合

約
５

割
以

上
［

令
和

2
年

度
ま

で
］

○
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
ソ

フ
ト

対
策

を
実

施
し

た
防

災
重

点
た

め
池

の
割

合
1
0
割

［
令

和
2
年

度
ま

で
］

【実
施
要
件
】

１
、
２

の
対

策
：

総
事

業
費

2
0
0
万

円
以

上
、
受

益
者

数
２

者
以

上
、

工
事

期
間

３
年

（
た
め
池
の
場
合
は
５
年
以
内

）
以

内
等

漏
水

防
止

の
た

め
の

整
備

自
動

給
水

栓
の

導
入

老
朽

化
し

た
施

設
の

機
能

診
断

た
め

池
の

統
廃

合

き
め
細
や
か
な
長
寿
命
化
対
策

【実
施
区
域
】

農
振

農
用

地
、
生

産
緑

地
等

国
市

町
村

等
都

道
府

県

都
道

府
県

1
/2

 、
定

額
等

洪
水
を
安
全
に
流
下

堤
体
を
開
削

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2
5

,8
1

3
（

2
0

,8
1

3
）
百
万
円
】

1
/2

 、
定

額
等

※
事

業
実

施
年

度
で

の
採

択
申

請
が

可
能

（
複

数
回

受
付

）

た
め

池
の

現
地

パ
ト

ロ
ー

ル

た
め

池
の

整
備
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
＜
公
共
＞

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る
農
林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁
村
の
防
災
・
減
災
対
策
を
支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

○
担

い
手

が
利

用
す

る
面

積
が

全
農

地
面

積
の

８
割

と
な

る
よ

う
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

木
材

供
給

が
可

能
と
な

る
育

成
林

の
資

源
量

が
2
0
.7

億
ｍ

3
に

増
加

す
る

よ
う
林

道
等

の
路

網
整

備
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

大
規

模
地

震
が

想
定

さ
れ

て
い

る
地

域
等

に
お

い
て

整
備

率
が

6
9
％

と
な

る
よ

う
海

岸
堤

防
等

の
整

備
を

推
進

［
令

和
２

年
度

ま
で

］

交
付

金
を

活
用

し
た

事
業

の
実

施
例

【農
業

農
村

基
盤

整
備

】
【水

産
基

盤
整

備
】

【
海

岸
保

全
施

設
整

備
】

【森
林

基
盤

整
備

】

ほ
場

整
備

に
よ

る
農

業
生

産
性

の
向

上
と
秩

序
あ

る
土

地
利

用
の

推
進

老
朽

化
し

た
用

水
路

の
整

備
・更

新

津
波

・高
潮

対
策

と
し

て
の

水
門

整
備

津
波

、
高

潮
に

よ
る

被
害

を
未

然
に

防
ぐ
た

め
海

岸
堤

防
の

整
備

を
推

進

漁
村

に
お

け
る

津
波

避
難

対
策

（
避

難
地

、
避

難
路

の
整

備
）

漁
業

作
業

の
効

率
化

と
安

全
対

策
の

た
め

の
漁

港
整

備
（

岸
壁

改
良

）

＜
事
業
の
流
れ
＞

１
．
都
道
府
県
又
は
市
町
村

は
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

農
山

漁
村

地
域

整
備

の
目

標
等

を
記

載
し

た
農
山
漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定

し
、
こ

れ
に

基
づ

き
事

業
を

実

施
し

ま
す

。

２
．

農
業

農
村

、
森

林
、
水

産
の

各
分

野
に

お
い

て
、
農

山
漁

村
地

域
の
生
産
現
場
の

強
化
や
防
災
力
の
向
上
の
た
め
の
事
業
を
選
択
し
て
実
施

す
る

こ
と
が

で
き

ま
す

。

①
農

業
農

村
分

野
：

農
用

地
整

備
、
農

業
用

用
排

水
施

設
整

備
、

海
岸

保
全

施
設

整
備

等

②
森

林
分

野
：

予
防

治
山

、
路

網
整

備
等

③
水

産
分

野
：

漁
港

漁
場

整
備

、
漁

村
環

境
整

備
、

海
岸

保
全

施
設

整
備

等

３
．
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
自
ら
の
裁
量
に
よ
り
地
区
ご
と
に
配
分

で
き

ま
す

。

ま
た

、
都

道
府

県
の

裁
量

で
地

区
間

の
融

通
が

可
能

で
す

。

林
道

等
の

整
備

に
よ

り
効

率
的

な
間

伐
材

等
の

搬
出

を
実

現
治

山
施

設
に

よ
る

山
地

災
害

の
未

然
防

止
交

付

国

市
町

村
等

交
付

（
1
/2

等
）

都
道

府
県

交
付

都
道

府
県

・市
町

村

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9
4

,2
7

5
（

9
2

,7
1

4
）
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

7
,2

0
0
百
万
円
）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

就
農
準
備
、
経
営
開
始
に
要
す
る
資
金
の
交
付

、
農
業
法
人
等
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
つ
つ
行
う
実
践
研
修
や
多
様
な
人
材
の
確
保

、
地
域
に
お
け
る
新
規
就
農

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
、
就

職
氷

河
期

世
代

を
含

む
幅

広
い

世
代

へ
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）
の
実
施

等
を

支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

4
0
代

以
下

の
農

業
従

事
者

を
4
0
万

人
に

拡
大

[令
和

５
年

ま
で

]

就
農
準
備

（
高
校
卒
業
後
を
支
援
）

法
人
正
職
員
と
し
て

の
就
農

独
立
・
自
営
就
農

農
業
の
新
し
い
働
き
方

確
立
支
援

農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業

（
経
営
開
始
型
）

人
材
の
定
着

法
人
側
に
対
す
る

農
の
雇
用
事
業

農
業
法
人
等
の

次
世
代
経
営
者
の
育
成

（
農
の
雇
用
事
業
）

農
業
経
営
者
育
成
教
育

の
高
度
化

若
者
の
就
農
意
欲

喚
起
の
活
動

研
修

期
間

中
、
年

間
最

大
1
5
0
万

円
を

最
長

２
年

間
交

付

農
業

法
人

に
就

職
し

た
青

年
に

対
す

る
研

修
経

費
と
し

て
、
年

間
最

大
1
2
0
万

円
を

最
長

２
年

間
助

成
（

多
様

な
人

材
の

確
保

加
算

最
大

3
0
万

円
/年

）

（
将

来
、
独

立
し

法
人

化
す

る
場

合
は

最
長

４
年

間
助

成
（

３
年

目
以

降
は

最
大

6
0
万

円
）

）

独
立

し
て

自
営

す
る

認
定

新
規

就
農

者
と
な

る
青

年
※

に
対

し
て

、
年

間
最

大
1
5
0
万

円
を

最
長

５
年

間
交

付

法
人

等
の

職
員

を
次

世
代

経
営

者
と
し

て
育

成
す

る
た

め
の

派
遣

研
修

経
費

と
し

て
、

月
最

大
1
0
万

円
を

最
長

２
年

間
助

成

※
都

道
府

県
に

よ
る

新
規

就
農

者
間

の
交

流
会

開
催

や
、
市

長
村

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

整
備

が
交

付
の

要
件

就
農
開
始

経
営
確
立

所
得
の

確
保

技
術
・
経
営
力

の
習
得

働
き
方
改
革
の

推
進

農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業

（
準
備
型
）

産
地

に
お

け
る

、
・
労

働
力

の
募

集
・調

整
等

の
労

働
力

確
保

・
労

働
環

境
の

改
善

等
の

「
働

き
方

改
革

」
の

取
組

に
対

し
て

、
必

要
な

経
費

を
支

援

克
服
す
べ
き

課
題

経
営

ス
テ
ー
ジ

１
．
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

1
6

,0
0

6
（

1
5

,4
7

0
）
百
万
円

○
次

世
代

を
担

う
農

業
者

と
な

る
こ

と
を

志
向

す
る

4
9
歳
以
下
の
者

に
対

し
、
就
農
準
備
段
階

や
経
営
開
始
時
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る
資
金
を
交
付

し
ま

す
。

２
．
地
域
の
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業

2
0

0
（
－
）
百
万
円

○
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
機
関

が
就

農
希

望
者

に
対

し
て

行
う
就

農
準

備
段

階
の

指
導

、
経

営
開

始

時
の

相
談

対
応

な
ど
の
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
ま

す
。

○
農

業
に

関
心

の
あ

る
者

に
対

す
る

短
期

就
業

体
験

の
提

供
や

新
規

就
農

相
談

会
の

開
催

を

支
援

し
ま

す
。

3
．
農
の
雇
用
事
業

4
,6

2
7
（

4
,9

5
8
）
百
万
円

○
農
業
法
人
等
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
つ
つ
行
う

4
9
歳
以
下
の
新
規
就
業
者
へ

の
実
践
研
修

、
新

た
な

法
人

設
立

に
向

け
た

研
修

や
多
様
な
人
材
の
確
保

等
を

支
援

し
ま

す
。

○
農

業
法

人
等

に
よ

る
従

業
員

等
の

派
遣

研
修

を
支

援
し

ま
す

。

４
．
農
業
経
営
確
立
支
援
事
業

4
2

2
（

5
7

5
）
百
万
円

○
若

者
の

就
農

意
欲

を
喚

起
す

る
活

動
や

労
働

力
確

保
と
農

業
の

「働
き

方
改

革
」を

一
体

的

に
推

進
す

る
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

○
学

生
等

に
農

業
経

営
者

育
成

教
育

を
行

う
地

域
の

中
核

農
業

教
育

機
関

の
教

育
内

容
の

高
度

化
や
実
践
的
な
リ
カ
レ
ン
ト
農
業
教
育
の
実
施
を
支
援

し
ま

す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

地
域
の
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2
1

,2
5

5
（

2
1

,0
0

3
）
百
万
円
】

※
交

付
対

象
者

は
、

人
・
農

地
プ

ラ
ン

の
中

心
経

営
体

に
位

置
付

け
ら

れ
る

必
要

リ
カ
レ
ン
ト
農
業
教
育

の
実
施

地
域

段
階

：
地

域
で

連
携

し
就

農
検

討
段

階
か

ら
定

着
ま

で
を

一
貫

し
て

サ
ポ

ー
ト

す
る

体
制

づ
くり

等
を

支
援

全
国

段
階

：
地

域
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
構

築
・充

実
、
就

農
希

望
者

の
入

り
口

対
策

の
強

化
を

支
援

等

国

全
国

農
業

委
員

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

構

都
道

府
県

等

定
額

、
1
/2

新
規

就
農

者
等

農
業

法
人

・
協

議
会

等

定
額

都
道

府
県

民
間

団
体

等

民
間

団
体

等

定
額

定
額

定
額

定
額

定
額

定
額

定
額

協
議

会
等

定
額

定
額

市
町

村
等

定
額

（
２

と
４

の
一

部
事

業
）

（
２

の
一

部
事

業
）

（
３

の
事

業
）

（
４

の
一

部
事

業
）

（
４

の
一

部
事

業
）

（
１

の
事

業
）
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潜
在
的
就
農
希
望
者
の
入
り
口
対
策
強
化

地
域
の
新
規
就
農
者
サ
ポ
ー
ト
支
援
体
制
を
充
実

＜
事

業
の

イ
メ

ー
ジ

＞

就
職
氷
河
期
世
代

非
正

規
雇

用

長
期

無
業

者

早
期

退
職

者

潜
在
的

就
農
希
望
者

生
活

困
窮

者

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

地
域

の
若

者
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョン

ひ
き

こ
も

り
地

域
支

援
セ

ン
タ

ー

移
住

・
交

流
ガ

ー
デ

ン

就
農

相
談

会
（

新
・農

業
人

フ
ェ
ア

）

政
府

広
報

あ
ふ

て
ら

す

就
職

氷
河

期
世

代
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

入
口
段
階
に
お
け
る

各
省
庁
等
連
携

新
規

就
農

相
談

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
就

農
情

報
シ

ス
テ

ム
改

修
・
受

け
入

れ
地

区
の

Ｄ
Ｂ

化
・
就

農
関

連
情

報
の

一
元

化
（

民
間

人
材

会
社

と
連

携
）

就
農
希
望
者
が
安
心
し
て
飛
び
込
め
る
就
農
環
境
の
整
備

市
町

村

Ｎ
Ｐ

Ｏ

農
業

者
・

農
業

法
人

都
道

府
県

普
及

組
織

農
協

自
治

会

市
町

村
農

業
振

興
公

社

地
域
の
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
体
制

地
域

事
業

者

各
分

野
の

専
門

家
と
地

域
の

関
係

機
関

が
連

携
。

新
規

就
農

者
の

確
保

に
向

け
、
就

農
準

備
段

階
か

ら
定

着
ま

で
一
貫
し
て
支
援
す
る
受
入
体
制
を
構
築

。

＜
地

域
段

階
＞

・
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

構
築

（
調

査
検

討
・就

農
希

望
者

研
修

）
・
サ

ポ
ー

ト
人

材
の

育
成

（
受

入
者

研
修

）
・
長

期
無

業
者

・生
活

困
窮

者
に

伴
奏

し
て

支
援

す
る

者
の

確
保

。
・
就

農
希

望
者

に
対

す
る

一
貫

支
援

（
優

良
農

地
や

住
宅

の
斡

旋
・事

業
や

資
金

の
活

用
、
営

農
指

導
等

）

都
道

府
県

就
農

相
談

窓
口

・
相

談
員

研
修

・
県

域
内

連
携

強
化

就
職
氷
河
期
世
代
向
け
情
報
発
信
（広
告
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）

農
地

バ
ン

ク
農

業
委

員
会

＜
全

国
段

階
＞

・
サ

ポ
ー

ト
リ
ー

ダ
ー

研
修

の
実

施
等

、
人

材
育

成
支

援
。

・
受

け
入

れ
体

制
の

調
査

分
析

、
モ

デ
ル

地
区

の
経

過
分

析
。

上
記

分
析

結
果

等
を

元
に

、
・
受

け
入

れ
体

制
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、
市

町
村

・関
係

機
関

等
に

配
布

。
・
優

良
サ

ポ
ー

ト
地

区
・法

人
の

認
証

基
準

作
成

。

1
4
3
百

万
円

5
7
百

万
円

潜
在
的
就
農
希
望
者
の
就
農
定
着
支
援

○
就

職
氷

河
期

世
代

を
含

む
潜

在
的

就
農

希
望

者
等

に
対

す
る

就
労

支
援

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

が
、
就

農
に

は
結

び
つ

い
て

い
な

い
現

状
。

○
様

々
な

個
別

施
策

と
連

携
し

、
就

職
氷

河
期

世
代

や
都

市
の

生
活

困
窮

者
を

含
め

た
潜

在
的

就
農

希
望

者
を

就
農

に
導

く総
合

的
な

支
援

を
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
実

施
し

、
就

農
検

討
段

階
か

ら
農

業
へ

の
定

着
ま

で
一

貫
し

て
支

援
を

行
う
体

制
を

構
築

。

＜
事

業
の

内
容

＞

・
各

省
庁

と
の

連
携

に
よ

り
、
就

職
氷

河
期

世
代

を
含

む
潜

在
的

就
農

希
望

者
を

就
農

相
談

窓
口

や
新

規
就

農
相

談
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

誘
引

。

・
新

規
就

農
相

談
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
、
多

様
な

就
農

情
報

が
集

積
す

る
仕

組
み

を
構

築
。
（

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

・
民

間
企

業
等

と
連

携
）

・
就

農
相

談
窓

口
の

機
能

強
化

及
び

就
農

相
談

会
に

お
け

る
地

域
や

農
業

法
人

と
就

農
希

望
者

と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

の
実

施
。

・
就

農
に

向
け

た
知

見
の

獲
得

と
適

正
把

握
の

た
め

就
業

体
験

を
実

施
。

都
市
の
潜
在
的
就
農
希
望
者
の

農
村
地
域
で
の
就
農
促
進

3
0
0
百

万
円

・
全

国
段

階
に

お
い

て
、
関

係
省

庁
・
団

体
と
も

連
携

し
て

、
地

域
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

構
築

・
充

実
を

支
援

。
・
地

域
段

階
に

お
い

て
、
就

農
支

援
に

関
係

す
る

者
・
団

体
が

連
携

し
て

サ
ポ

ー
ト

の
充

実
を

図
り
、
就

農
検

討
段

階
か

ら
農

業
へ

の
定

着
ま

で
一

貫
し

て
支

援
を

行
う
体

制
を

構
築

。

・
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
農
業
大
学
校
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

／
研
修
農
場
の
整
備
（
※
）

農
山

漁
村

に
お

い
て

、
就

職
氷

河
期

世
代

を
含

む
潜

在
的

就
農

希
望

者
を

対
象

に
農

林
水

産
業

を
体

験
す

る
と
と
も

に
、
地

域
に

お
け

る
様

々
な

社
会

活
動

に
も

参
加

し
、
農

山
漁

村
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
に

よ
り
、
農

山
漁

村
に

関
心

を
持

つ
人

材
を

発
掘

す
る

取
組

を
支

援
。

人
材

発
掘

事
業

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

5
0

0
（
ー
）
百
万
円
】
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＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域
の
徹
底
し
た
話
合
い
に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速
化
さ
せ
る
観
点

か
ら

､
耕

作
者

等
の

年
代

情
報

や
後

継
者

の
確

保
状

況
な

ど
地

域
の

現
況

を
地

図
に

よ
り
把

握
し

､こ
れ

に
基

づ
き

中
心

経
営

体
へ

の
農

地
の

集
約

化
の

将
来

方
針

を
記

載
す

る
等

、
人

・農
地

プ
ラ

ン
の

実
質

化
の

取
組

を
強

力
に

推
進

す
る

た
め

、
各

種
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

担
い

手
が

利
用

す
る

面
積

が
全

農
地

面
積

の
８

割
と
な

る
よ

う
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
5
年

度
ま

で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
活
動

〇
農
地
所
有
者
等
へ
今
後
の
農
地
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

〇
地
図
に
よ
る
現
況
把
握

〇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
う
者
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施

〇
集
落
・
地
域
に
お
け
る
話
合
い
を
行
う
た
め
の
会
合
の
開
催

〇
検
討
会
の
開
催

〇
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
周
知
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等

2
. 
専
門
家
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
）
の
派
遣
等

〇
話
合
い
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
実
務
経
験
豊
富
な
専
門
家
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
）
を
市
町
村
が
派
遣

〇
経
営
改
善
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
再
認
定

3
. 

 市
町
村
・
都
道
府
県
の
推
進
活
動

〇
事
業
説
明
会
、
意
見
交
換
会
の
開
催
経
費

〇
市
町
村
の
活
動
費
（
職
員
の
超
過
勤
務
手
当
、
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
等
）

4
. 

 農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
異
業
種
と
連
携
し
て
中
心
経
営
体
を
目
指
す
モ
デ
ル
構
築

〇
農
業
者
グ
ル
ー
プ
（
複
数
戸
）
が
販
売
事
業
者
等
と
連
携
し
て
地
域
を
担
う
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
を
目
指
す
モ
デ
ル
構
築
の
た
め
、
必
要
な
コ
ン
サ
ル
派
遣
や

機
械
の
整
備
等
に
係
る
経
費
を
支
援

人
・
農
地
問
題
解
決
加
速
化
支
援
事
業

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

5
0

3
（

2
5

7
）
百
万
円
】

国
都

道
府

県

市
町

村
・農

業
委

員
会

定
額

＜
事
業
の
流
れ
＞

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
定

額
、
3
/1

0
以

内

活
発

な
話

合
い

に
つ

な
げ

る
た

め
の

事
前

準
備

農
業

者
等

に
よ

る
地
域
の
話
合
い

5
～

1
0
年

後
の

農
地

利
用

を
担

う
経

営
体

（
中

心
経

営
体

）
へ

の
農

地
の

集
約

化
に

関
す

る
将
来
方
針

を
確

定

地
図
化
し
、
5
～

1
0
年
後
に
後
継
者
が

い
な
い
農
地
の
面
積
を
「見
え
る
化
」

※
農

業
委

員
、
最

適
化

推
進

委
員

、
農

協
、
土

地
改

良
区

な
ど

農 業 者 グ ル ー プ が 異 業 種 と 連 携 し て

中 心 経 営 体 を 目 指 す

モ デ ル 構 築 の 取 組 へ の 支 援

専
門
家
を
市
町
村
が
派
遣

話
合

い
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
役

と
し

て
実

務
経

験
豊

富
な

方
等

農
業
者
の
年
齢
と
後
継
者
の
有
無
等

を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認

対
象

地
区

内
の

耕
地

面
積

の
少

な
く
と
も

過
半

を
カ

バ
ー

（
1
～

3
の

取
組

）

（
4
の

取
組

）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

水
産
資
源
調
査
・
評
価
推
進
事
業

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

5
,2

2
5
（

5
,4

5
1
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

調
査
船
調
査
、
市
場
調
査
、
海
洋
観
測
等
を
実
施

し
、
資

源
調

査
・評

価
体

制
を

強
化

す
る

こ
と
に

よ
り
、
最
大
持
続
生
産
量
（

M
S
Y
）
を
達
成
で
き
る
資
源
水
準
の
算
定
や
資

源
評
価
対
象
魚
種
の
拡
大
を
促
進
す
る

と
と
も

に
、
水

産
資

源
に

対
す

る
海

洋
環

境
の

影
響

把
握

を
推

進
し

ま
す

。

＜
政
策
目
標
＞

資
源

評
価

対
象

魚
種

の
拡

大
（

5
0
種

［
平

成
3
0
年

度
］

→
2
0
0
種

程
度

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
民

間
団

体
等

委
託

、
補

助
（

定
額

、
1
/2

）

2
．
市
場
調
査
（
生
物
情
報
収
集
体
制
の
強
化
）

〇
魚

市
場

に
お

い
て

、
対

象
と
な

る
魚

種
を

購
入

し
、
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り
、
年

齢
や

成
熟

状
態

等
の

生
物

学
的

情
報

を
収

集
し

、
資

源
評

価
対

象
魚

種
の

拡
大

を
推

進
し

ま
す

。

１
．
調
査
船
調
査
（
加
入
量
や
親
魚
量
等
の
推
定
精
度
の
向
上
）

〇
漁

獲
可

能
量

（
T
A
C
）

制
度

の
対

象
魚

種
の

精
度

向
上

や
T
A
C
対

象
魚

種
の

拡
大

等
の

た
め

、
魚

群
探

知
機

等
に

よ
る

調
査

船
調

査
を

行
い

、
加

入
量

や
親

魚
量

等
を

推
定

し
ま

す
。

3
．
海
洋
環
境
要
因
の
把
握

〇
水

産
資

源
の

分
布

・回
遊

・生
残

等
に

影
響

を
及

ぼ
す

海
洋

環
境

を
把

握
す

る
た

め
、
調

査

船
や

観
測

ブ
イ

等
を

利
用

し
、
水

温
、
塩

分
、
海

流
等

の
情

報
を

収
集

し
ま

す
。

５
．
国
際
交
渉
対
応

〇
国

際
交

渉
を

日
本

が
主

導
す

る
た

め
に

必
要

な
調

査
等

を
行

い
ま

す
。

水
産
資
源
の
維
持
・
回
復
の
た
め
、

〇
M

S
Y
を

ベ
ー

ス
と
し

た
資

源
評

価
・管

理
を

実
施

〇
T
A
C
制

度
の

対
象

魚
種

拡
大

や
個

別
割

当
（

IQ
）

の
導

入
を

促
進

〇
国

際
水

産
資

源
の

持
続

的
利

用
と
我

が
国

漁
業

の
操

業
の

確
保

を
推

進

〇
M

S
Y
を

達
成

で
き

る
資

源
水

準
の

算
定

に
必

要
な

加
入

量
や

親
魚

量
等

を
精

度
高

く
推

定
〇

資
源

評
価

対
象

魚
種

及
び

評
価

内
容

を
国

際
的

に
遜

色
の

な
い

レ
ベ

ル
へ

向
上

〇
諸

外
国

と
の

協
議

の
場

で
資

源
評

価
・資

源
管

理
を

主
導

〇
資

源
解

析
・
収

集
し

た
デ

ー
タ

を
解

析
し

、
加

入
量

と
親

魚
量

の
関

係
等

か
ら

M
S
Y
を

算
定

等

〇
生

物
学

的
許

容
漁

獲
量

（
A

B
C
）

の
算

定
等

・
資

源
状

態
や

漁
獲

管
理

規
則

等
に

応
じ

た
A
B
C
の

算
定

等

〇
資

源
状

態
の

判
断

・
資

源
や

漁
獲

圧
力

が
、
M

S
Y
を

達
成

す
る

水
準

よ
り
も

上
か

下
か

を
判

断

〇
デ

ー
タ

の
収

集
・
調
査
船
調
査

に
よ

り
加

入
量

や
親

魚
量

等
に

関
す

る
情

報
を

収
集

・
市
場
調
査

に
よ

り
対

象
と
な

る
魚

種
の

生
物

学
的

情
報

を
収

集
等

関
係

国
が

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

基
に

共
同

で
資

源
評

価
を

実
施

し
、
資

源
管

理
措

置
を

策
定

＜
主

な
目

標
＞

国
際

水
産

資
源

M
S
Y
ベ

ー
ス

の
資

源
評

価

〇
国

際
交

渉
へ

の
対

応

・
国
際
交
渉
に
対
応

す
る

た
め

の
調

査
船

調
査

の
実

施
、
デ

ー
タ

の
解

析
・
評

価
、
協

議
等

４
．
資
源
評
価
の
高
度
化
・
理
解
促
進

〇
資

源
評

価
の

客
観

性
等

の
確

保
や

、
理

解
促

進
の

た
め

の
レ

ビ
ュ
ー

や
情

報
提

供
を

推
進

し
ま

す
。

〇
資

源
評

価
結

果
の

情
報

提
供

・
資

源
評

価
結

果
の

理
解

促
進

の
た

め
、
情

報
提

供
を

実
施
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
資
源
管
理
等
推
進
収
入
安
定
対
策
事
業
費

＜
積

立
ぷ

ら
す

＞

○
計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り
組
む
漁
業
者
に
対
し
、
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
、
漁
業

者
が
拠
出
し
た
積
立
金
と
国
費
に
よ
り
補
塡

し
ま

す
。
（

漁
業

者
と
国

の
積

立
金

の
負

担
割

合

は
１

：
３

）

２
．
漁
業
共
済
資
源
管
理
等
推
進
特
別
対
策
事
業
費

＜
共

済
掛

金
の

追
加

補
助

＞

○
計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り
組
む
漁
業
者
に
対
し
、
共
済
掛
金
の
上
乗
せ
補
助
を

し
ま

す
。

（
国

の
補

助
は

共
済

掛
金

の
3
0
％

（
平

均
）

程
度

）

３
．
収
入
安
定
対
策
運
営
費

○
事

業
を

運
営

す
る

た
め

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

補
助

し
ま

す
。

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1
4

,2
0

0
（

6
,8

8
4
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り
組
む
漁
業
者
を
対
象
に
、
漁

業
共

済
・積

立
ぷ

ら
す

を
活

用
し

、
収
入
額
が
減
少
し
た
場
合
の
減
収
補
塡

を
行

い
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

漁
業

経
営

安
定

対
策

の
も

と
で

資
源

管
理

等
に

取
り
組

む
漁

業
者

に
よ

る
漁

業
生

産
の

割
合

（
9
0
％

［
令

和
４

年
度

ま
で

］
）

国

＜
事
業
の
流
れ
＞

定
額

漁
業

共
済

組
合

連
合

会

収
入

減
少

を
補

塡

積
立

ぷ
ら

す
の

発
動

ラ
イ

ン

漁
業

共
済

の
発

動
ラ

イ
ン

収
入
変
動

○
積
立
方
式
（
積
立
ぷ
ら
す
）

・
漁

業
者

自
身

の
積

立
と
国

費
の

積
立

（
１

：
３

相
当

）
が

補
塡

原
資

○
保
険
方
式
（
漁
業
共
済
）

・
漁

業
者

が
支

払
っ
た

保
険

料
が

補
塡

原
資

。
共

済
掛

金
に

上
乗

せ
補

助

漁
業

共
済

で
補

填
可

能
な

部
分

自
己

負
担

部
分

漁
業
者

１

国 ３

平
均

7
0
％

程
度

掛
金

の
負

担
割

合
（

模
式

図
）

法
定

補
助

金
(平

均
4
0
％

)

自
己

負
担

共
済

掛
金

の
上

乗
せ

補
助

漁
業

者

基
準

収
入

（
※

）

9
0
%

（
原

則
）

1
0
0
%

8
0
%

（
原

則
）

減 収

収
安

補
助

金
(平

均
3
0
％

)

※
基

準
収

入
：

個
々

の
漁

業
者

の
直

近
５

年
の

収
入

の
う

ち
、

最
大

値
と
最

小
値

を
除

い
た

中
庸

３
カ

年
の

平
均

値
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消
費
・
安
全
対
策
交
付
金

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3
,0

2
0
（

2
,0

1
7
）
百
万
円
】

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

7
,7

3
0
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

Ｃ
Ｓ

Ｆ
、
Ａ

Ｓ
Ｆ

等
の
家
畜
の
伝
染
性
疾
病

や
、
ツ

マ
ジ

ロ
ク

サ
ヨ
ト

ウ
等

の
農
作
物
の
病
害
虫
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延
防
止

及
び
国
産
農
畜
水
産
物
の
安
全
性
の
向
上

に
向

け
た
都
道
府
県
等
の
取
組
を
支
援

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

○
農

作
物

の
病

害
虫

や
家

畜
・養

殖
水

産
動

物
の

伝
染

性
疾

病
の

発
生

予
防

・ま
ん

延
防

止
○

特
定

の
有

害
化

学
物

質
・微

生
物

の
摂

取
量

が
許

容
範

囲
を

超
え

な
い

よ
う
に

抑
制

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

○
都

道
府

県
等

が
地

域
の

実
態

を
踏

ま
え

て
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
、
そ

の
目

標
を

達
成

す

る
た

め
に

必
要

な
事

業
を

実
施

す
る

こ
と
を

支
援

し
ま

す
。

１
.
伝
染
性
疾
病
・
病
害
虫
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延
防
止

①
家

畜
・
養

殖
水

産
動

物
の

伝
染

性
疾

病
の

発
生

予
防

・ま
ん

延
防

止

特
に

、
野

生
動

物
の

検
査

や
農

場
へ

の
疾

病
侵

入
防

止
対

策
を

支
援

②
我

が
国

で
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

ジ
ャ
ガ

イ
モ

シ
ロ

シ
ス

ト
セ

ン
チ

ュ
ウ

や
ツ

マ
ジ

ロ
ク

サ
ヨ
ト

ウ
等

の
重

要
病

害
虫

の
ま

ん
延

防
止

を
図

る
た

め
の

防
除

対
策

等

２
.
国
産
農
畜
水
産
物
の
安
全
性
の
向
上

○
国

民
の

健
康

の
保

護
を

最
優

先
と
し

つ
つ

、
食

料
供

給
の

各
段

階
に

お
い

て
、
科

学
的

知
見

に
基

づ
く適

切
な

リ
ス

ク
管

理
の

取
組

を
支

援

＜
事
業
の
流
れ
＞

１
．
伝
染
性
疾
病
・
病
害
虫
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延
防
止

②
我
が
国
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
病
害
虫
や

越
境
性
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止

ジ
ャ
ガ

イ
モ

シ
ロ

シ
ス

ト
セ

ン
チ

ュ
ウ

（
根

に
付

着
す

る
粒

）

ミ
バ

エ
侵

入
警

戒
ト

ラ
ッ
プ

ツ
マ

ジ
ロ

ク
サ

ヨ
ト

ウ
（

幼
虫

）
野

生
イ

ノ
シ

シ
対

策
消

毒
施

設

①
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
等
の
家
畜
の
伝
染
性

疾
病
へ
の
対
応

①
農

薬
の

適
正

使
用

等
の

推
進

②
有

害
化

学
物

質
・
微

生
物

の
リ
ス

ク
管

理
措

置
の

導
入

等
を

支
援

③
農

業
生

産
段

階
に

お
け

る
リ
ス

ク
管

理
措

置
の

推
進

２
．
国
産
農
畜
水
産
物
の
安
全
性
の
向
上

(ア
) 

我
が

国
で

確
認

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

ジ
ャ
ガ

イ
モ

シ
ロ

シ
ス

ト
セ

ン
チ

ュ
ウ

等
の

病
害

虫
の

定
着

・
ま

ん
延

防
止

を
図

る
た

め
の

取
組

(イ
) 

ツ
マ

ジ
ロ

ク
サ

ヨ
ト

ウ
等

の
大

陸
等

か
ら

飛
来

す
る

越
境

性
病

害
虫

の
ま

ん
延

防
止

(ウ
) 

重
要

病
害

虫
の

侵
入

警
戒

調
査

等

(ア
)と

畜
場

に
お

け
る

消
毒

施
設

の
整

備
を

支
援

(イ
)野

生
イ

ノ
シ

シ
対

策
の

強
化

と
し

て
、
か

か
り
ま

し
経

費
（

衛
生

対
策

費
等

）
や

、
検

査
促

進
費

を
支

援
(ウ

) 
家

畜
保

健
衛

生
所

に
お

け
る

検
査

精
度

を
担

保
す

る
上

で
不

可
欠

な
検

査
機

器
の

整
備

等
に

よ
る

監
視

体
制

の
整

備
(エ

)地
域

全
体

の
飼

養
衛

生
管

理
水

準
の

高
位

平
準

化
を

支
援

す
る

た
め

の
講

習
会

等
の

開
催

を
支

援
等

国

都
道

府
県

等

1
0
/1

0
、
１

/２
以

内
、
１

/３
以

内

都
道

府
県

等
市

町
村

、
農

業
者

団
体

等

交
付

交
付

（
1
0
/1

0
、
9
/1

0
以

内
、
１

/２
以

内
）

検
査

機
器

の
整

備
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＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

家
畜

伝
染

病
予

防
法

に
基

づ
き

、
C
S
F
、
A
S
F
、
口

蹄
疫

及
び

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
防
止

を
図

り
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

安
全

な
畜

産
物

の
安

定
的

な
供

給
に

資
す

る
主

要
な

家
畜

の
伝

染
性

疾
病

の
発

生
予

防
及

び
ま

ん
延

防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
家
畜
伝
染
病
予
防
費
負
担
金

家
畜

伝
染

病
予

防
法

の
規

定
に

よ
り
、
都

道
府

県
が

行
う

①
検

査
等

に
必

要
な

資
材

費
、
薬

品
費

②
C
S
F
ワ

ク
チ

ン
の

購
入

費
及

び
接

種
に

必
要

な
資

材
費

③
消

毒
ポ

イ
ン

ト
の

運
営

な
ど
消

毒
に

要
し

た
経

費
④

家
畜

の
伝

染
性

疾
病

の
ま

ん
延

防
止

の
た

め
行

う
家

畜
等

の
焼

埋
却

に
要

し
た

経
費

⑤
移

動
制

限
等

に
よ

る
農

場
の

売
上

げ
の

減
少

額
等

に
相

当
す

る
額

等
の

全
部

又
は

一
部

に
つ

い
て

国
が

負
担

し
ま

す
。

２
．
患
畜
処
理
手
当
等
交
付
金

家
畜

伝
染

病
予

防
法

の
規

定
に

よ
り
、
と
殺
さ
れ
た
家
畜
に
対
す
る
手
当
金
や
そ
の
死
体
の
焼

却
等
に
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
家
畜
等
の
所
有
者
に
交
付

し
ま

す
。

ま
た

、
C
S
F
、
A
S
F
、
口

蹄
疫

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
患

畜
等

に
つ

い
て

は
、
通

常
の

手
当

金
と
併

せ
て

特
別

手
当

金
を

交
付

し
、
評

価
額

全
額

を
交

付
す

る
と
と
も

に
、
予

防
的

に
殺

処
分

さ
れ

た
家

畜
に

対
し

て
支

払
わ

れ
る

補
償

金
な

ど
を

交
付

し
ま

す
。 家

畜
等

の
所

有
者

交
付

＜
事
業
の
流
れ
＞ 交

付
率

：
1
0
/1

0
、
1
/2

評
価

額
：

①
口

蹄
疫

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

1
0
/1

0
②

上
記

以
外

の
疾

病
4
/5

、
1
/3

ま
ん

延
防

止
の

取
組

発
生

予
防

の
取

組

発
生

状
況

確
認

の
た

め
の

検
査

、
家

畜
等

の
移

動
・
搬

出
制

限
、

患
畜

・
疑

似
患

畜
の

焼
埋

却
、

消
毒

ポ
イ

ン
ト

の
設

置
等

に
要

す
る

経
費

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
検

査
、

農
場

の
立

入
検

査
、

C
S
F
ワ

ク
チ

ン
接

種
、

飼
養

衛
生

管
理

指
導

等
に

要
す

る
経

費

家
畜
伝
染
病
予
防
費
負
担
金

（
対
象
：
都
道
府
県
）

患
畜
処
理
手
当
等
交
付
金

（
対
象
：
家
畜
の
所
有
者
）

患
畜

・
疑

似
患

畜
の

焼
埋

却
に

要
す

る
経

費
、
患

畜
・

疑
似

患
畜

の
手

当
金

家
畜
伝
染
病
予
防
費

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

8
,5

8
8
（

3
,2

6
4
）
百
万
円
】

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

5
,7

0
7
百
万
円
】

負
担

（
負

担
率

：
①

1
0
/1

0
、
1
/2

、
②

～
⑤

1
/2

（
法

律
補

助
）

）

都
道

府
県

国

１ ２
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家
畜
伝
染
病
の
早
期
発
見
・
封
じ
込
め
及
び
水
際
検
疫
強
化
対
策

２
．
家
畜
伝
染
病
の
早
期
発
見
対
策

○
動

物
検

疫
所

に
検

査
機

器
等

を
配

備
す

る
こ

と
に

よ
り
Ａ
Ｓ
Ｆ
等
の
検
査
体
制
を
構
築
し
、

迅
速
な
早
期
発
見
・
ま
ん
延
防
止
対
策
を
支
援

し
ま

す
。

３
．
万
が
一
の
Ａ
Ｓ
Ｆ
侵
入
に
備
え
た
封
じ
込
め
対
策

①
移

動
式

レ
ン

ダ
リ
ン

グ
装

置

農
場
現
地
で
殺
処
分
し
た
死
体
を
破
砕
・
加
熱
処
理

す
る

装
置

（
処

理
能

力
2
0
0
0
頭

/１
日

）
を

追
加

配
備

し
ま

す
。

②
電

殺
機

豚
を
殺
処
分
す
る
た
め
の
使
用
装
置

（
鉗

子
で

豚
を

挟
み

電
流

放
出

す
る

装
置

）
を

追
加

配
備

し
ま

す
。

【
移

動
式

レ
ン

ダ
リ
ン

グ
装

置
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

動
植

物
検

疫
探

知
犬

の
増

頭
な

ど
、
水
際
に
お
け
る
検
疫
体
制
を
強
化

し
ま

す
。

家
畜

伝
染

病
の

早
期

発
見

や
封

じ
込

め
の

た
め

、
検
査
機
器
や
防
疫
機
材
を
追
加
配
備

し
ま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

家
畜

伝
染

病
の

ま
ん

延
防

止
措

置
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
ま

ん
延

さ
せ

て
し

ま
っ
た

事
例

の
件

数
を

０
件

と
す

る
こ

と

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ゲ

ー
ト

の
設

置

①
床

設
置

式
②

卓
上

設
置

式

【
携

帯
品

検
査

体
制

の
強

化
】

【
電

殺
機

】

１
．
水
際
に
お
け
る
検
査
体
制
の
強
化

①
動
植
物
検
疫
探
知
犬
を

1
4

0
頭
に
増
頭
し

、
旅
行
者
の
携
帯
品
に
対
す
る
検
疫
体
制
を

強
化

し
ま

す
。

②
罰

則
適

用
の

厳
格

化
の

た
め

の
情
報
収
集
体
制
を
強
化

し
ま

す
。

③
セ

キ
ュ
リ
テ

ィ
ゲ

ー
ト

の
活

用
等

に
よ

る
携
帯
品
検
査
体
制
を
強
化

し
ま

す
。

動
植

物
検

疫
探

知
犬

の
増

頭

【
令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9
6

6
（

4
2

2
）
百
万
円
】

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

1
,3

0
5
百
万
円
】
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（
参

考
資

料
）

農
林
水
産
省
所
管

・食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

・国
有
林
野
事
業
債
務
管
理
特
別
会
計

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
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(単
位

：
億

円
）
（
対

元
年

度
当

初
）

＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳

＞
（
対

元
年

度
当

初
）

（
農

業
経

営
安

定
勘

定
）

・
　

単
価

改
定

及
び

生
産

量
見

込
み

の
見

直
し

等
に

伴
う

生
産

条
件

不
利

補
正

対
策

交
付

金
の

増
（
＋

1
6
5
億

円
）

・
　

収
入

保
険

へ
の

移
行

等
に

伴
う

収
入

減
少

影
響

緩
和

対
策

交
付

金
の

減
（
▲

9
6
億

円
）

（
食

糧
管

理
勘

定
）

・
　

外
国

産
麦

の
需

要
量

の
減

少
等

に
伴

う
主

要
食

糧
買

入
費

の
減

（
▲

1
5
4
億

円
）

（
農

業
再

保
険

勘
定

）

（
漁

船
再

保
険

勘
定

）
・
　

保
険

料
国

庫
負

担
金

の
減

少
に

伴
う

漁
船

保
険

組
合

交
付

金
の

減
（
▲

2
億

円
）

（
漁

業
共

済
保

険
勘

定
）

・
　

保
険

料
相

当
額

等
の

増
加

に
伴

う
保

険
金

の
増

（
＋

2
億

円
）

（
業

務
勘

定
）

・
  
課

税
対

象
仕

入
の

増
に

よ
る

消
費

税
の

減
（
▲

6
億

円
）

（
国

営
土

地
改

良
事

業
勘

定
）

・
  
か

ん
が

い
排

水
事

業
の

事
業

量
の

減
少

等
に

伴
う

土
地

改
良

事
業

費
の

減
（
▲

5
0
億

円
）

食
料

安
定

供
給

特
別

会
計

2
,8

0
9
（
＋

6
9
）

2
,8

0
9
（
＋

6
9
）

2
,8

1
0
（
＋

6
9
）

農
業

経
営

安
定

勘
定

1
0
3
（
＋

3
）

7
0
（
▲

2
）

8
0
5
（
▲

8
4
）

漁
業

共
済

保
険

勘
定

歳
出

純
計

額
か

ら
国

債
償

還
費

、
社

会
保

障
給

付
費

等
を

除
い

た
額

5
8
（
＋

1
）

5
8
（
＋

1
）

1
0
,1

4
4
（
▲

2
2
4
）

1
0
,1

4
4
（
▲

2
2
4
）

8
5
(▲

5
5
）

1
2
,6

7
6
（
▲

2
6
2
）

特
別

会
計

全
体

国
営

土
地

改
良

事
業

勘
定

歳
出

純
計

額

1
0
3
（
＋

3
）

8
1
5
（
▲

8
4
）

2
0
1
（
▲

6
6
）

食
糧

管
理

勘
定

6
,2

1
4
（
▲

1
5
5
）

1
0
4
（
＋

3
）

1
5
2
（
▲

5
）

8
,5

1
7
（
▲

1
7
6
）

7
6
（
▲

3
）

8
5
(▲

5
5
）

業
務

勘
定

勘
定

別

農
業

再
保

険
勘

定

歳
出

総
額

漁
船

再
保

険
勘

定
7
0
（
▲

2
）

8
0
5
（
▲

8
4
）

6
,2

1
4
（
▲

1
5
5
）

・
　

農
業

共
済

制
度

の
見

直
し

等
に

よ
る

再
保

険
金

の
減

（
▲

1
0
3
億

円
）
及

び
農

業
共

済
組

合
連

合
会

等
交

付
金

の
増

（
＋

1
9
億

円
）

【
令

和
２

年
度

歳
入

予
算

】

12
,7
32

億
円

（
▲

2
5
3）

食
糧

売
払

代
4,

30
6
（▲

19
2）

一
般

会
計

よ
り

受
入

89
0（

-）

食
糧

証
券

収
入

3
,1

92
（+

17
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

95
8（

+1
34

）

農
業
再
保
険
勘
定

漁
船
再
保
険
勘
定

漁
業
共
済
保
険
勘
定

他
勘

定
よ

り
受

入
81

5（
▲

10
5）

業
務
勘
定 国

営
土
地
改
良
事
業
勘
定

そ
の

他
13

0（
▲

1）

そ
の

他
1
,0

3
6（

+4
0
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

69
（▲

46
）

そ
の

他
13

2（
▲

21
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

10
4（

+3
）

そ
の

他
20

（+
4
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

75
（▲

3）
そ

の
他

12
  
（
+0

）

他
勘

定
よ

り
受

入
等

15
2

（▲
5）

農
業

再
保

険
収

入
等

84
1（

▲
78

）

1
2
,6
7
6
億
円

（
▲
2
6
2）

食
糧
管
理
勘
定

農
業
再
保
険
勘
定

漁
業
共
済
保
険
勘
定

食
糧

買
入

費
4
,9

9
0
（
▲

1
54

）

業
務
勘
定

国
営
土
地
改
良
事
業
勘
定

国
債

整
理

基
金

特
別

会
計

へ
繰

入
1,

35
3
（+

89
）

予
備

費
等

85
0（

-）

交
付

金
等

他
勘

定
へ

繰
入

95
0 

（▲
11

0）

食
糧

管
理

費
37

5（
▲

1）

土
地

改
良

事
業

費
6
7
（
▲

5
0）

そ
の

他
13

4
（▲

16
）

事
務

取
扱

費
1
50

（
▲

5
）

予
備

費
2
（
-
）

漁
業

共
済

保
険

費
及

交
付

金
等

10
4（

+3
）

漁
船

再
保

険
費

及
交

付
金

等
76

（▲
3）

農
業

再
保

険
費

及
交

付
金

等
81

5
（▲

84
）

農
業

経
営

安
定

事
業

費
2
,8

0
8(

+
6
9
)

そ
の

他
2
（
+0

）

【
令

和
２

年
度

歳
出

予
算

】

食
糧
管
理
勘
定

農
業
経
営

安
定
勘
定

農
業
経
営

安
定
勘
定

漁
船
再
保
険
勘
定
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(単
位
：
億
円
）
（
対
元
年
度
当
初
）

＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
元
年
度
当
初
）

借
入
金
の
償
還
額
が
増
加
す
る
こ
と
に
伴
う
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
繰
入
の
増
（
＋
6
9
億
円
）

（
借
入
金
債
務
残
高
は
増
加
し
て
い
な
い
）

国
有
林
野
事
業
債
務
管
理
特
別
会
計

－
　
（
－
）

3
,6
4
6
　
（
+
6
9
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

－
　
（
－
）

3
,6
46

億
円

（
+6
9）

国
債
整
理
基
金

特
別
会
計
へ
繰
入

3
,6
4
6
(+
6
9
)

3
,6
46

億
円

（
+6
9）

借
入
金

3,
41
9
（
+
6
1）

【令
和
２
年
度
歳
入
予
算
】

【令
和
２
年
度
歳
出
予
算
】

一
般
会
計
よ
り
受
入

2
1
1
（＋

1
6
）

利
子
財
源
受
入

1
5
（△

8
）

※
旧
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
よ
り
承
継
し
た

債
務
残
高
は
約
１
兆
２
,０
６
０
億
円
（
H
3
1
年
度
期
首
）

R
2
年
度
期
首
の
債
務
残
高
は
約
１
兆
１
,８
６
６
億
円

（
見
込
）
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